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はじめに 

 
国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構において、制度評価は、被評価案

件ごとに当該技術等の外部専門家、有識者等によって構成される分科会を研究評価委員会の

下に設置し、研究評価委員会とは独立して評価を行うことが第４７回研究評価委員会におい

て承認されている。 

 
本書は、「環境・医療分野の国際研究開発・実証プロジェクト／準天頂衛星情報利用シス

テム」の事後評価報告書であり、ＮＥＤＯ技術委員・技術委員会等規程第３２条に基づき、

研究評価委員会において設置された「環境・医療分野の国際研究開発・実証プロジェクト／

準天頂衛星情報利用システム」（事後評価）事業評価分科会において確定した評価結果を評

価報告書としてとりまとめたものである。 

 
 
 

平成２９年２月 
国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構 

研究評価委員会「環境・医療分野の国際研究開発・実証プロジェクト／ 
準天頂衛星情報利用システム」制度評価分科会 
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審議経過 

 
● 分科会（平成２８年１２月１６日） 

公開セッション 
１．開会、資料の確認 
２．分科会の設置について 
３．分科会の公開について 
４．評価の実施方法について 
５．制度の概要説明 

非公開セッション 
６．制度の詳細説明 
７．全体を通しての質疑 

公開セッション 
８．まとめ・講評 
９．今後の予定、その他、閉会 
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第 1章 評価 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

この章では、分科会の総意である評価結果を枠内に掲載している。なお、枠の下の箇条

書きは、評価委員の主な指摘事項を、参考として掲載したものである。 
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１．位置づけ・必要性について 

準天頂衛星システムは、日本のみならずアジア、オセアニアでの活用が期待される一方、

それらの地域で実際にどの程度の測位やサービスの安定性が想定されるのかの実証デー

タが不足している問題があった。基盤が完成していない段階で企業が投資をすることは大

変なリスクであると考えられ、NEDO が本事業を通じて実証データを収集し、市場への

インパクトを想定する作業を行ったことは重要なことである。また、これらの地域への技

術利用進出を考えると、時期的にも適していたと考えられる。特に新興国を含むこのエリ

アでの利用拡大を図ることは、準天頂衛星システムを最大限活用する上で重要なポイント

であり、準天頂衛星をプロモーションする上でも、本事業の結果は大いに活用できるもの

と評価できる。 
一方で、競合する他の測位衛星システム（中国の BeiDou （BeiDou Navigation 

Satellite System）、マルチ GNSS（Global Navigation Satellite System）等）との比較

において、準天頂衛星の優位性を示すための観点からの課題設定がなかったことが惜しま

れる。 

 
＜肯定的意見＞ 
・ 準天頂衛星の利用（それも海外での利用）は、基盤が完成していない段階で企業が投

資をすることは大変なリスクであると考えられる。それを支援するための事業は大変

重要な制度であり、引き続き継続実施されることが期待される。また、本件の目的や

目標も、NEDO の下で動く場合のベスト・エフォートであったと考えられる。 
・ 平成 23 年の閣議決定、平成 24 年 3 月の経産省報告書に根拠が有り、日本は準天頂衛

星システムを開発中で、今後、オセアニア地域への技術進出、技術利用進出を考える

と、時期的にも場所的にも適すると考える。NEDO は ASEAN 地域に於ける活動実績

を有する。 
・ 根拠、目的、目標とも妥当であったと考える。 
・ 2018 年に運用が開始される準天頂衛星システムは、日本のみならずアジアオセアニア

をカバーすることから、特に新興国を含むこのエリアでの利用拡大を図ることは、こ

のシステムを最大限活用する上で重要なポイントである。このエリアにおいては多用

途の分野への展開が期待される中で、ベースとなるその測位精度の評価や、各国で扱

いが異なり利活用が難しい地図や位置情報を活用する上での法的な課題について、実

証事業を通じて洗い出し対応の方向性を整理することは、今後事業展開されるであろ

う他の事業者の大きな参考情報となる。 
・ 準天頂衛星については、その機能・サービス・メリットを説明する際に、信号が受信

できる東南アジアオセアニア地域での活用が期待できるという言い方がよくされる一

方、それらの地域で実際にどの程度の測位やサービスの安定性が想定されるのかの実

証データが不足している問題があった。そのような意味で、準天頂衛星に関わるコミ

ュニティの誰かがそれを行う必要性があった。準天頂衛星を管轄する内閣府や、実際

に運用を行う企業などからそのような情報が提供されていない状況においては、実務
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的な利用可能性を確認する立場から、NEDOが本事業を通じて実証的データを収集し、

また、市場へのインパクトを想定する作業を行ったことは重要なことである。 
・ 得られた調査結果により、東南アジア地域において準天頂衛星の補完・補強機能を用

いて測位精度を向上させることが可能であることが確認され、この成果は今後の当該

地域での準天頂衛星利活用をプロモーションする上でも大いに活用できるものと評価

できる。 

 
＜改善すべき点＞ 
・ 海外での利用を想定した場合、NEDO の活動範囲では限界があると考えられる。具体

的には、現地におけるパイプが、一時的な実証事業に留まり、継続的な営みにならな

いことが考えられる。今後、海外展開をテーマとした先導的な実証等を支援する際に

は、経済産業省（通商関連部局）や、外務省、JETRO、JICA などとの連携を具体化

し、継続的に実証事業を行った事業者が事業展開に向けた準備ができるようになると

よいのではないか。また、政府 G 空間 EXPO などのイベントにも積極的に出展し、周

知・啓発を進めるとよいのではないか。 
・ 準天頂衛星については他用途が期待されている中で、自動車関連にスコープを当てて

いるが、日本企業の強みやマーケットボリュームができるものの、地域の課題を考慮

した場合、防災、農業、建設等ではなく自動車分野なのか、という点が不明確に感じ

る。 
・ 準天頂衛星システムによって、とあるが、アジアオセアニア地域は、準天頂衛星はも

ちろんのこと、BeiDou をはじめ MULTI-GNSS としての活用が期待されるエリアで

あり、事業展開を考えると準天頂衛星に特化することもないのでは。 
・ 対象地域において準天頂衛星の利活用を拡大するためには、準天頂衛星自体の機能・

効用を実証すること自体が最重要なのは当然としても、競合する他の測位衛星システ

ム（特に中国の BeiDou）との比較において、準天頂衛星の優位性を示すための観点か

らの課題設定がなかったことが惜しまれる。 
・ 事業名の「環境・医療分野」の部分が分かり辛い。 
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２． マネジメントについて 

タイの国や研究機関とのスキームが形成された企業により、経済的な効果が期待できる

自動車での実験からスタートしたことは有効である。また、自動車分野での活用として必

要である、地図作成、測位精度評価を、日本をリードする事業者で構成したことは、競争

力・経済効果に十分配慮した選定と言える。チュラロンコン大学、国立電子コンピュータ

技術研究センターとの実証試験では、適切な連携でのデータの収集・分析が行われていた。

また、成果の普及については、国内の講演会のみならず国際的な場でも精力的に発表が行

われており評価できる。 
一方で、本事業に対して応募件数が 1 件のみであったことは、やや残念である。テー

マの専門性の高さから見てもやむを得ないかもしれないが、参加可能性のある企業への働

きかけなどの広報活動に、改善の余地があったかもしれない。また、海外において事業展

開をするのであれば、現地の民間企業が主体となるようなビジネス形態も期待できるの

で、意見交換の場への巻き込みなど、今後の事業展開に向けた仲間作りも平行して実施し

ていたほうがよかった。 

 
〈肯定的意見〉 
 採択審査方法は書類、およびプレゼン方式を採用しており、概ね妥当と思われる。現

地との協力体制が出来ている企業を優先するとの考えも、時期的に妥当である。採択

当時、類似の事業は見られなかった。非常に先進的であった。 
 発表・展示が多く、広報・普及活動が精力的に行われた。 
 東南アジア地域における準天頂衛星の利活用を拡大する意味で、測位精度の実証と市

場へのインパクトを調査することは、喫緊の課題であり、今後準天頂衛星 4 機体制が

開始する以前には必ず行わなければならないタイミングであった。 
 調査・実証すべき内容は多かったが、この時期に 2 年間の事業期間で取りまとめると

いう設定は適切であったと考えられる。 
 応募した実施者は、関係テーマについてのこれまでの業務実績もあり、良好な成果を

上げるに十分な能力があったと認められる。 
 調査・実証の対象であったタイにおいては、現地機関との適切な連携により実際的な

環境でのデータの収集、分析が行われており、現実的な成果が得られた点でも評価で

きる。 
 成果の普及については、国内の講演会のみならず「マルチ GNSS アジア」等国際的な

場での発表も行われており、適切に行われたと評価できる。 
 自動車関連は非常に有望な（日本の競争力の高い）分野であり、その分野の実験から

スタートしたことは有効である。また、併せて必要となる地図作成の実験も行ったこ

とで相乗効果が生まれた。 
 １コンソーシアムでの公募ではあったが、目的、目標を鑑みると、測位精度評価、自

動車分野での活用、地図作成手法の検討、というそれぞれのパーツにおいて、日本を

リードする事業者で構成されており、競争力・経済効果に充分配慮した選定を実施し
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ている。 
 相手国との連携として、本分野の知見を保有するチュラロンコン大学、NECTEC と

の実証試験やワークショップの開催を円滑に実施しており、本実証事業のみならず、

今後の展開を円滑に運営するための国や研究機関とのスキームが形成されている。 
 今回の公募で採択された事業者のスキームには、評価委員会でも述べたように、実際

に事業を行う事業者と、基礎研究等を行っている研究機関が共にやる体制となってお

り、大変評価できる。企業は“知の具体化”（創造された知と、他の知・既存技術と

合わせて、価値を創出する）を行い、研究機関は、“知の創造”（無から新たな知を生

み出す）を行う。これらが融合した体制を組めたということは、相互に影響を与え合

い、具体化とともに、次の知の創造に向けたヒントを研究機関が得る機会があったの

ではないかと期待している。今後も、このような体制で進めるプロジェクトが多くな

るとよい。 

 
＜改善すべき点＞ 
 応募件数が 1 件のみであったことは、やや残念。広報や参加可能性のある企業への働

きかけに関して、改善の余地があったかもしれない。 
 相手国機関に関して、民間企業との連携が十分達成できなかった点も、改善の余地が

ある。プロジェクトの中間段階で技術的なアドバイスを受ける機会などを設けるとよ

かったのではないか。 
 官学との連携はできているが、海外において事業展開をするのであれば、現地企業が

主体となるようなビジネス形態も期待できると思うので、意見交換の場や実証試験へ

の巻き込みなど、今後の事業展開に向けた仲間作りも平行して実施したほうがよいよ

うに思う。 
 研究開発項目として 3 点あげられている、アジアオセアニア地域における精度評価、

高精度測位の利用実証、基盤地図整備の有効性評価、が並行して推進されているよう

に感じ、例えば基盤地図を作ったり、利用実証を実施するに必要な位置精度を確保す

るため、評価したこの測位手段で実施、といったことがなされればより実践的な実証

試験になったように思う。 
 公募時に応募が一者（グループ）しかなかったことは、テーマの専門性の高さから見

てもやむを得ないかも知れないが、事前に情報を広く展開するなどして、複数の応募

があるようにすることができればなおよかったと思われる。 
 公募が１件しかなかったことは広報が弱かったのではないか。説明会を複数開催する

のが難しければ、関係協会などへも協力を打診するなどの検討をして頂きたい。また、

成果について、先述の G 空間 EXPO のような政府が主催するイベントなどで積極的

に出展し、市場の声を拾うとよいのではなかろうか。 
 応募件数が少ないと感じる。少なくとも 2 件以上とすべきと考える。 
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３．成果について  

本事業では、タイ国において準天頂衛星の複数の補強方法や利用する測位衛星につい

て、様々なパターンを考慮し、網羅的に精度評価が実施されており、どの程度の測位精度

が達成され得るのかが実証された。定点のみならず、移動体による評価を実施しており、

自動車の分野での展開をサポートするような実践的な評価といえる。また、衛星画像情報

や車両プローブにより、安価かつ実現可能な地図作成・修正手法が提示された。地図整備

に関しては、法的な課題を明確にして対応策を検討した点は、今後のビジネス展開を考え

る上で貴重な情報になっている。市場性調査、基盤地図作成についても、現地でのインタ

ビュー、ヒアリング等の成果が盛り込まれており、今回の実証事業が有効に機能したと考

えられる。 
ただし、どんな地図がそもそも必要なのかに関する検討が不十分であった。また、実証

事業終了後から普及段階に至るまでのクリアすべき課題が明確になっていない。タイ全土

に展開する場合、基準局がどのくらい必要か、またインフラ整備や基準局からのデータ提

供、補正信号の生成、衛星へのアップリンクと言ったシステムを含めた、今後の展開を検

討する必要性がある。市場調査では、現地企業との連携などよりマーケットニーズを調べ

れば、さらによかったであろう。 

 

＜肯定的意見＞ 
 全体として、NEDO が推進する事業の成果として評価できるものであったと考えられ

る。 
 市場性調査、基盤地図作成にしても、現地でのインタビュー、ヒアリング等の成果が

盛り込まれており、今回の実証事業が有効に機能したと考えられる。 
 タイ国において、どの程度の測位精度が達成され得るのかが、実証的に明らかになっ

た。地図整備に関しての法的な課題を明確にし、対応策を検討した点は、今後のビジ

ネス展開を考える上で貴重な情報になっている。 
 精度評価を精緻に実施するための測位手法の検討にあたり、複数の補強方法や利用す

る測位衛星について、様々なパターンを考慮し、網羅的に精度評価がなされている。

自動車分野での事業展開を考慮して、定点のみならず、移動体による評価を同様に実

施しており、本分野での展開をサポートするような実践的な評価といえる。 
 高精度測位による利用評価：現地機関との密な連携によりニーズや課題を把握しなが

ら進められており、結果、現在情報把握が難しい道路情報の最新化や災害エリアの把

握について、通行実績による地図整備手法や災害時の情報把握手法の提案など、課題

解決の方向性を提示している。 
 基盤地図整備の有効性評価：地図作成にかかる制約事項が明らかになっていく中で、

今後海外展開には重要な要素である、法令的な観点での調査・整理に取り組まれてお

り、今後の展開に大きな参考になる。日本での地図整備と異なりコストをかけること

のできない地域において、衛星画像情報や車両プローブによるナビゲーション向け地

図作成手法について、安価かつ実現可能な手法を実践、評価している。 
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 アウトリーチ活動：タイ国内において、現地機関と連携し、産官学の各分野から多く

の人数を集められ、成果の公表を実施するとともに、日本国内やアジアの国際会議等

でも精力的に成果展開が図られていることが、今後の展開に向けた関係各者との連携

が期待できる。 
 今回の測位精度実証成果を説明することで、タイ国内における準天頂衛星補強信号に

ついては、ある程度の利用の需要が見込まれることが期待できる。L1-SAIF 補強信号

では、車線の識別程度の分解能があり、渋滞解消のための交通政策などでの応用で、

利活用を図るなどの展開が想定される。MADOCA-PPP 方式については、即時性の点

での課題は残るものの、タイにおいても少数の基準局情報で、ある程度の測位精度が

確認できたことは評価できる。 
 基盤地図更新においては補正処理レベルの低い衛星画像の利用に活用が期待される

成果であり、例えば災害時など緊急の地図作成・修正などが必要とされる場面での利

用も考えられる。全体として目標をほぼ適切に達成したと評価できる。 

 
＜改善すべき点＞ 
 先述の通り、事業性の検証も行う場合、継続的な実施（定点観測した取り組み）も必

要であり、そのためには、現地政府等の理解や協力が不可欠であろう。経済産業省、

外務省、JETRO、JICA 等とも連携し、実証試験を行う事業者が継続的に取り組める

ような環境を作る支援も必要ではないか。 
 準天頂衛星の cm 級補強信号（CMAS）では、日本国内と同程度の精度が実現できた

とされているが、タイ全土で同程度の精度を実現するためには日本国内と同程度の密

度の基準局（電子基準点）を必要とし、そのようなインフラ整備や基準局からのデー

タ提供、補正信号の生成、衛星へのアップリンクと言ったシステムが容易に実現でき

るとは思われない。そのような現地の状況を織り込んだ上での今後の展開を検討する

必要性があると思われるが、全く考察されていないのは残念である。 
 実証事業終了後から普及段階に至るまでの計画は、明確になっていない。 
 本評価をタイで実施することによる状況を踏まえた上で、また利用サービスを考慮し

た上での、精度目標やクリアすべき課題が示されていないので、本評価が期待された

成果であったのか、まだまだ課題を残す結果であったのか、という点に理解が及ばな

かった。今回、評価したことによる測位情報の課題や、今後の改善点が明記されると、

今後、衛星測位を本エリアで活用する事業者等が、円滑に事業推進できるのではない

かと思う。 
 マーケット調査にあたっては、MULTI-GNSS での利活用マーケットを評価している

ところではあり、それはよいと思うが、準天頂衛星システムによるサービスが提供さ

れることで、開拓できるであろうマーケットや利用価値を見出していただけるとなお

よいと思う。利用実証テーマの設定がシーズ志向であったので、現地企業との連携な

どよりマーケットニーズを反映した実証試験とすると、タイでやった意味もより大き

くなったのでは。 
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 本実証事業におけるタイで作成する高精度地図を作るとは、という、例えば精度や取

得する地物等々の仕様・定義がなかったので、新たな地図製作手法が提示されたもの

の、実証試験の結果取得した地図が目標とするものであったか、否かの理解に及ばな

かった。安価な手法でということなので、日本の作成方法に比べて、どの程度工数や

取得する材料を簡素化できるのかなど、コスト面での評価を入れたほうがよいと思う。 
 積極的に実施されたアウトリーチ活動の結果どうであったか。例えば今後の事業展開

につながる、具体的な動きも出ているかと思うので、そのあたり言及されるとなおよ

いと思う。 
 市場性の調査に関して、渋滞の解消を 1％と仮定したことについては、仮定の根拠等

をもう少し明確にできるとよい。なお、社会的な効果の推定は容易ではないため、「車

線単位の案内ができるナビを選ぶかどうか、どのくらい払ってもよいか（支払い意思

額など）」を聞く方法もあったと思われる。地図整備に関して、どんな地図がそもそ

も必要なのかに関する検討が十分ではない。また、既存の地図情報と同じ程度のもの

を作成したというのでは、技術実証の意味が薄いのではないか。 
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４．総合評価／今後への提言 

本事業により、企業にとってリスクとなる部分を NEDO が支援して、他の機関・企業

に先駆けて、タイにおいて利活用を検証する実証試験を実施したことはタイムリーであっ

た。これまで準天頂衛星の効用については、観念的な説明しかできない状況であったのが、

実データに基づいて説明できると言うことは大きな成果である。また、ベンチマークとな

る測位精度の評価を実施した点については、今後の事業展開における基礎情報として非常

に有益であった。本事業で得られた精度評価の結果やサービス展開にかかる課題について

は、国内の関係する産業分野においても、今後の準天頂衛星利活用について検討する上で

貴重な情報となることから、報告会や各種講演会、学会等を通じて可能な限りオープンに

していくことが期待される。 
一方、事業展開することを検討するのであれば、準天頂衛星システムの開発・運用につ

いて、NEDO の継続的な支援についても検討することが必要である。ただし、金銭的支

援ばかりではなく関係府省・関係機関等との連携を行い、例えばインフラ側となる準天頂

衛星システムを管轄する内閣府等と事業展開に必要な要件等について議論し、事業のサー

ビス検討や各国への本事業のサービスレベルを策定する等も検討して頂きたい。 

 

＜総合評価＞ 
 準天頂衛星システムというまだ完成していない社会インフラの海外での利活用を検

証するプロジェクトは、大変先鋭的であり、企業にとってリスクとなる部分を NEDO
が支援するのは大変意義がある取組である。 

 体制も、事業者と研究機関が共に実証事業を行うことによって、両者にとって善の影

響が出て、知の創造と知の具体化が進むことが期待されるものである。 
 準天頂衛星システムの整備により、国内のみならずアジアオセアニア地域での高精度

測位を活用したサービスが期待される中で、ベンチマークとなる測位精度の評価を実

施された点については、今後の事業展開における基礎情報として非常に有益な成果で

あると考える。 
 利用実証においては、地域の課題でもあり、また、マーケットボリュームが期待でき

るであろう新興国における自動車・交通分野や災害情報の把握の新たな手法という先

進的なテーマに取り組んでおり、今後のサービス化・実用化が大いに期待できると感

じた。一方で、成果目標があいまいな部分があり、良い成果が出ているように感じる

ものの、真に今後の事業展開に通じるのか、また、実用化の上で今後クリアすべき課

題は何か、という部分への検討が不足しているように感じたので、改めて、本事業で

の成果を振り返り、さらに検討を進めていただくことで、事業化への推進を期待した

い。 
 事業の狙いなど、タイムリーであり、優れていたと考える。地図作成など、実際の法

的・政治的な課題も明らかになり、今後の事業展開について有益な知見が得られた。

これらの知見を、他の分野にも展開できるが、それを一層加速するような仕組み（情

報共有等）があれば、さらによかったと考える。 
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 準天頂衛星をアジア太平洋地域で利活用されるよう広報普及活動を行うに当たって

必要な、補完・補強の効果によりどの程度の測位精度向上がみられ、安定性はどうで

あるかといった基本的情報が今回の事業で実証的に得られた。得られた成果では、理

想とする測位精度や安定性には達していないものもあるが、これを現況における現実

的な達成度と理解した上で、現地で展開するサービスなどでは適切に応用し、利活用

プロモーションに役立てることが期待される。 
 これまでは準天頂衛星の効用については、観念的な説明しか出来なかったものが、実

データに基づいて説明できると言うことは大きな成果である。ただし、「準天頂衛星

でなくても実現されうるサービス」についての観点から、今回成果を客観的に評価す

ることも必要で、手放しで満足・安心していられる状況ではないことには十分留意し

なければならないと思われる。 
 時間、予算に制約の有る中で、他の機関・企業に先駆け、現地実証事業ならではの貴

重な実証データを収集された。 

 
＜今後への提言＞ 
 今回の事業で得られた知見は他の分野、たとえば物流や交通サービス管理、防災など

の他の分野にも展開できると期待される。それを一層加速するような仕組み（情報共

有等）があってもよい。 
 サービス創出等を目的とする場合、単年度で成果を出すのはとても難しいことから、

継続的な支援についても検討することが必要である。ただし、カネという支援ばかり

ではなく、関係府省・関係機関との連携を行い、環境を整備するという点もあるので

検討頂きたい。 
 応募が１件というのは広報が弱かったことが考えられるので、方法等を見直しし、関

係機関等にも協力を求め周知を図ることを推奨する。 
 成果の啓発については、事業の中で閉じるのではなく、政府主催のイベント等への出

展なども視野に入れ、幅広く行うことを助言する。 
 本格的に高精度測位を活用するため補正情報等を活用して事業展開することを検討

するのであれば、インフラ側となる準天頂衛星システムを管轄する内閣府宇宙開発戦

略推進事務局や PFI 事業者と連携し、事業展開に必要な要求条件とインフラとして提

供可能な運用条件等について議論し、事業のサービス検討や各国への本事業のサービ

スレベルを策定するべきと考える。 
 本成果で得られた精度評価の結果やサービス展開にかかる課題との成果については、

可能な限りオープンにしていただき、他の事業者が高精度測位を活用したアジアオセ

アニア展開を図る上での参考情報としてほしい。 
 今後、ベトナムでも同様の取り組みをされるとのことなので、本事業の成果、課題を

踏まえて、より今後のビジネスにつながる実践的な取り組みを期待したい。 
 今回の事業を通じて現地の関係機関と構築した関係から、実験的な応用を実務的な応

用に発展させていく上での協力関係へと発展させていくことも期待したい。 
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 測位精度に関する実証実験の成果は、衛星を運用する会社や準天頂衛星のプログラム

全体に責任を持つ内閣府などにも適宜報告し、精度や安定性の向上など、ユーザーサ

イドからみたシステムの性能向上に向けての問題点の指摘や今後の期待などについ

て、率直な意見の表明を行うべきと考える。 
 今回事業の成果については、国内の関係する産業分野においても、今後の準天頂衛星

利活用について検討する上で貴重な情報となることからも、成果報告書が公開された

時点で、報告会や各種講演会、学会等を通じて広く内容を伝えていくことが期待され

る。 
 今後、実用準天頂衛星システムの開発・運用は継続するので、NEDO におかれても、

事業の継続を熱望する。また、ハードのみでなく、ASEAN 地域の人材交流・教育交

流の更なる活性化を熱望する。測位航法学会が毎年開催しているサマーキャンプ、東

京大学、慶應義塾大学、東京海洋大学等が一緒に取り組んでいる GESTISS 等との連

携を希望する。 
 現地団体、企業との結び付きの継続・強化を希望する。 

 
 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

第２章 評価対象事業に係る資料 
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１．事業原簿 
次ページより、当該事業の事業原簿を示す。 

 



  

 

 

 

 資料５  

 

 

 

 

 

 

 

「環境・医療分野の国際研究開発・実証プロジェク

ト／準天頂衛星情報利用システム」（事後評価） 
 

 

 

事業原簿【公開】 

 

担当部 

国立研究開発法人 

新エネルギー・産業技術総合開発機構 

ロボット・AI 部 

 

 

 

 

 

 



  

 

 
 

事業原簿 

作成：平成２８年１１月 

上位施策等

の名称 
 

事業名称 環境・医療分野の国際研究開発・実証プロジェクト／準

天頂衛星情報利用システム 

PJ コード：P14013 

推進部 ロボット・AI 部 

事業概要 準天頂衛星システムの利用によって、サービスの高度化・新サービスの創出が図

れると期待されるテーマについて、海外利用における現地調査及び利用実証を実

施し、利用促進及び普及啓蒙を図る。また、実用化・ビジネスモデルの構築に向け

た課題の抽出を図る。 

事業期間・

開発費 
事業期間：平成２６年度～平成２７年度 

契約等種別：委託 

勘定区分：一般勘定 

［単位：百万円］ 

 平成２６年度 

 

平成２７年度 

 

合計 

予算額 ３１ １２１ １５２ 

執行額 ３１ １０４ １３５ 

位置付け・

必要性 
(1)根拠 

◆政策的位置付け 

■「実用準天頂衛星システム事業の推進の基本的な考え方」 

（Ｈ２３年閣議決定） 

■「準天頂衛星を利用した新産業創出研究会報告書」 

（Ｈ２４年３月経産省報告書） 

「２０１０年代後半を目途に、わが国を含むアジア・オセアニア地域において、準

天頂衛星システムによるサービスを安定的に享受できる環境を整備する。」 

 

◆社会的背景・市場動向・技術動向上の位置づけ及び必要性 

■準天頂衛星システムは、位置測位のインフラとして様々な社会・経済活動へ

の影響が大きく、その重要性はますます高まっていく。 

「衛星測位は第５のユーティリティー（電気、ガス、水道、電話、測位）」 

■国民の安心・安全を守る社会基盤としての役割を担うとともに、産業の高度化

や新たなサービスの創出に貢献し、アジア・オセアニア地域へも同様の恩恵をも

たらすプラットフォームとして機能する重要なシステムとして整備が必要 

 

◆本実証事業の位置付け 

 別紙１ 参照 

■自動車関連開発による地図・防災への波及効果 



  

QZS 受信機で高精度な車両走行実績を収集。走行実績データをシステムへ取り

込み、地図データ整備を同時に実施する。（ 別紙 2 ） 

 

◆NEDOが実施する意義 

■第 5のユーティリティー（電気、ガス、水道、電話、測位）としての準天頂衛星

測位システムの開発は； 

 ○ 社会的必要性：大⇐生活から社会経済活動まであらゆる場面で利用 

 ○ 自動車・物流・IT 農業・航空産業の競争力強化に貢献 

 ○ その他、防災・救難用へも展開可能 

 ○ アジア・オセアニア地域もサービスエリアとしてカバーする。 

など、社会基盤としての公共性の高い事業である。 

■ＮＥＤＯがもつ ASEAN地域での活動実績を活かし、幅広い事業分野を巻き込

んで推進すべき事業である。 

■アジア・オセアニア地域は自然災害等による経済損失が非常に大きい地

域であり、防災への対応は国家レベルの課題である。 

 

(2)目的 

◆事業実施目的 

■準天頂衛星システムの利用によって、サービスの高度化・新サービスの創出

が図れると期待されるテーマについて、海外利用における現地調査及び利用実

証を実施し、利用促進及び普及啓蒙を図る。また、実用化・ビジネスモデルの構

築に向けた課題の抽出を図る。 

 

◆アウトプット目標 

■本事業の成果により、海外において現状まだ実証されていない準天頂衛星シ

ステムの機能（補完・補強信号等）を用いた高精度測位の評価を示し、期待する

準天頂衛星システムの精度・機能が海外においても享受できること、並びにその

結果得られた、今後の更なる国際展開に求められる課題（技術・規制等）の整理

を示す。 

■その成果を元に対象国及び分野を絞り込んだ上での利用実証として、高精度

測位による地図作成手法等の整備や、現地ニーズに対応した高精度位置情報

の利活用を実証する。 

 

(3)目標 

◆現状 

■現在、米国により運用されているGPSは、我々の生活から社会経済活動に至

るまであらゆる場面で利用されている。 

１．山間部や都市部においては山やビル陰などによって GPS 衛星が捕捉できな

いことから利用できない場合がある。 

２．精度が通常十数m程度であり、精度・信頼性の面では不十分である。 

 

◆目標 



  

■これに対し準天頂衛星システムは、 

１．高仰角に存在する準天頂衛星から航法信号を提供する「補完機能」により、

山間部や都市部の GPSの測位可能エリアを拡張する。 

２．測位精度や信頼性を向上させることができる「補強機能」により、サブ m級や

cm級の測位を可能とする。 

 

マネジメント (1)「制度」の枠組み 

◆公募要領 

■「環境・医療分野の国際研究開発・実証プロジェクト／準天頂衛星情報利用シ

ステム」に係る公募について： 

○ 事業規模 (H26 年度より原則２年間以内 5,000 万円／年度) 

○ 海外実証にあたる地域は、アジア・オセアニアとする。 

○ 相手国研究機関・企業等との協力体制が出来ているかを重視。 

 

■事業期間二年内での成果を求めるのは、アジア・オセアニア地域においては、

中国の Compass のサービスエリアと準天頂衛星システムのサービスエリアが重

複する地域が多く、中国政府は２０１２年に Compass のサービス開始を宣言して

いることから、準天頂衛星システムに関して、早期の整備計画策定と迅速な実

施が求められていることによる。 

 

◆全体スケジュール 



  

◆制度の独自性 

■他機関に類似制度無し。（H26 当時） 

 

(2)「テーマ」の公募・審査 

◆テーマ発掘に向けた取組・実績 

■公募実施方法 

公募説明会 

・日時：平成２６年４月１６日（水）  １０：００～１１：３０ 

・場所：大同生命霞ヶ関ビル １２Ｆ  ＮＥＤＯ分室 第２会議室 

および HPにて公告 

■応募件数 採択件数 

・応募件数： １ 

・採択件数： １ 

 国内最高峰の技術を有する官(2)民(2)機関の複合による効率的な作業分担に

より、準天頂衛星システムの優位性を実証するための精度評価や基礎データの

取得を実施し、利用実証の具体的なターゲットとして地図整備および交通分野に

おける効率的な道路交通マネジメントが期待できる提案であった。 

 

◆項目別研究開発目標と根拠 

■研究開発項目①アジア・オセアニア地域における精度評価 

・研究開発目標 

H26 年度：電子基準点の整備や取得されるデータの収集、および補強信号を

生成するシステムの整備を行い、静止点観測で基礎的な精度評価を行う。 

H27 年度：リアルタイムで実証実験を実施するための実験環境を運用し、静止

点観測で精度評価を行うとともに、計測車両を用いて移動体の基礎データを収

集し、解析・評価を行う。 

・根拠 

本事業は ASEAN を実施予定地域とした実証実験である。その際の、技術的

な課題は、ASEAN地域において補強信号の効果が十分検証されていないことで

ある。課題解決のため基準点整備を現地で行い、データ収集を行う必要があ

る。 

 

■研究開発項目②高精度測位による利用実証 

・研究開発目標 

H26・27 年度：迅速な広域交通情報収集を最小限の追加コストで可能にする

交通モニタリングシステムの実現を目指す。このため、ＡＳＥＡＮ地域で既に普及

している、あるいは普及が見込まれる通信カーナビゲーション装置およびスマー

トフォンをテレマティクスデバイスとして活用し、実証実験システムを試作し評価

する。 

・根拠 

効率的な交通流の実現には、交通状況の把握が欠かせない。渋滞や災害等

による通行障害の場合は、迅速な広域情報収集が必要となる。 



  

 しかし、従来の手法では大規模設備が必要となる。 

 

■研究開発項目③基盤地図整備の有効性評価 

・研究開発目標 

 H26・27 年度：日本の地図整備における電子基準点網や、高精度計測車両（Ｍ

ＭＳ）を必要とせずとも、安価な衛星画像をベースに、高精度な基盤地図整備が

可能となる事を実証する。 

 ＡＳＥＡＮ諸国において民間会社がＱＺＳＳ測位を活用し地図整備可能である事

を実証し、事業化を念頭においたビジネスモデルを提案する。 

・根拠 

 ＡＳＥＡＮ諸国では、高精度測位環境に対応した地図整備が十分で無い地域が

多く、高精度地図整備が進まない事によって、位置情報サービス市場の活性化

高度化を妨げる要因となってきている。 

 

(3)「制度」の運営・管理 

◆テーマ実施におけるマネジメント活動 

■学会・研究会での発表 

1)高精度衛星測位サービス利用促進協議会（QBIC）海外展開ワーキンググルー

プ  

・発表者名  ：NEDO 加賀谷  

・発表タイトル ：「準天頂衛星システムの機能を用いたアジア・オセアニア地域に

おける精度評価及び高精度測位による利用実証」 ：PPT プレゼンテーション    

・発表年月日 ：平成 26年 8 月 7日 

 

2)ｇコンテンツ流通推進協議会 「準天頂衛星の利用推進に関する意見交換会」  

・発表者名  ：NEDO 加賀谷  

・発表タイトル ：「準天頂衛星初号機「みちびき」を活用した高精度の準天頂衛

星システムの実証事業及び将来的なロボティクスへの利活用」  ：PPT プレゼン

テーション    

・発表年月日 ：平成 26年 9 月 19 日  

 

3)United Nations ESCAP（Economic and Social Commission for Asia and the 

Pacific）    タイ バンコクでの防災会議    

・発表者名  ：ゼンリン 伊藤、ホンダ 飯星    

・発表タイトル：「防災における地図」「災害におけるプローブデータ活用」：PPT プ

レゼンテーション    

・発表年月日 ：平成 26年 9 月 24 日  

 

4)ITS 世界会議 ＠フランス  

・発表者名  ：ホンダ 飯星  

・発表タイトル ：「Performance evaluation of QZSS augmentation for ITS」 ：PPT

プレゼンテーション    



  

・発表年月日 ：平成 27年 10 月 6日 

 

5)第 7 回マルチ GNSS アジアカンファレンス ＠ブルネイ    

・発表者名  ：ゼンリン 長田、ホンダ 徐    

・発表タイトル ：「The investigation of the utilization in business telematics by 

using GNSS in Thailand」、「Legal Research on Conducting Mapping Business in 

Southeast Asia (Brunei and Malaysia)」 ：PPT プレゼンテーション    

・発表年月日 ：平成 27年 12 月 9日 

 

6)内閣府 第三回宇宙システム海外展開タスクフォース・「タイ」「ASEAN」作業部

会 

・発表者名  ：NEDO 西田 

・発表タイトル ：「ASEAN各国における Location Based Service の需要予測」：

PPT プレゼンテーション    

・発表年月日 ：平成 28年 3 月 16 日 

 

7)高精度衛星測位サービス利用促進協議会 - 衛星測位利用推進センター

（QBIC） 

第 1 回海外展開ＷＧ会合 

・発表者名  ：NEDO 西田  

・発表タイトル ：「タイでの準天頂衛星利用ワークショップ」 : PPT プレゼンテー

ション    

・発表年月日 ：平成 28年 4 月 7日  

 

8)高精度衛星測位サービス利用促進協議会 - 衛星測位利用推進センター

（QBIC） 

第 2 回海外展開ＷＧ会合 

・発表者名  ：NEDO 西田  

・発表タイトル ：「アジア太平洋地域の GNSS 利用市場について」 : PPT プレゼ

ンテーション    

・発表年月日 ：平成 28年 8 月 4日 

 

■展示会出展 

1)一般財団法人高度技術社会推進協会（TEPIA）先端技術館における常設展示 

・発表者名  ：NEDO/JAXA/本田技研工業 

・発表タイトル ：「準天頂衛星を利用した高精度測位システム」 :ポスター展示 

・発表年月日 ：平成 28年度中 

 

2)SITEX EXPO 2016 ＠タイ工業省/工業振興局 

・発表者名  ：NEDO（原）/JAXA/本田技研工業 

・発表タイトル ：「準天頂衛星を利用した高精度測位システム」 :ポスター展示 

・発表年月日 ：平成 28年 8 月 24、25 日 



  

 

■その他 

1)NEDO インフラ維持管理技術会合での講演・意見交換会 

・発表者名  ：JAXA 衛星測位システム技術ユニット 粟野 主任研究開発員 

・発表タイトル ：「衛星測位の現状とドローンへの適用可能性」 : PPT プレゼン

テーション 及び 意見交換 

・発表年月日 ：平成 28年 5 月 17 日 

 →「エンルート」（産業用無人マルチコプター開発販売会社）様との協業に向け

た情報交換に発展。 

 

成果 ◆研究開発項目①アジア・オセアニア地域における精度評価 

■性能を評価する測位手法 

 

■位置誤差評価方法 

Reference position : Applanix Pos-LV 520 (accuracy : under 0.1m) 

リファレンスとする Applanix 社の Pos-LV 520 から測位位置までの誤差により、

位置精度を評価する。⾃動⾞においては、前後⽅向と左右⽅向で環境が異なる

ことから、前後⽅向と左右⽅向で分解して評価する。 

※前後方向では、遅れによる誤差が発生する など。 

それぞれの誤差により度数分布を作成し、分布が正規分布していることを前提

に平均値及び標準偏差により、位置  精度を評価する。 



  

 

 

■CMAS 測位評価 

・郊外での測定結果 

 

・高速道路での測定結果 

 

・downtown での測定結果 

 

・まとめ 

１．日本とタイで同じ精度の結果を得た。 

２．タイでも自動運転車用として CMAS測位手法が使えることが確認できた。 

３．しかし都市部では、FIX 率が低いため、高精度地図と地上マーカーの組み合

わせが必要となる。 

 

■L1－SAIF 測位評価 

・実施内容とまとめ 

みちびき衛星を用いた L1-SAIF 補強信号の性能評価実験を実施した。移動



  

体での測位で、オフラインモードとリアルタイムモードにて実施したところ、補強信

号による位置精度の向上を確認できた。 

これにより、L1-SAIF の日本国外のユーザーをサポートする能力を確認でき

た。（より多くの電離層補正をブロードキャストする為にメッセージ帯域幅のマー

ジンを持っている） 

 

 

■MADOCA PPP 測位結果 

 

・定点測位（Fix point PPP）は、cm class の精度を実現した。 

・移動測位 : 後処理の精度が、リアルタイム測位の精度より良い。 

・PPPAR とローカル補正情報の効果を確認した。 

 

◆研究開発項目②高精度測位による利用実証 

■測位システム概要 



  

 

■結果 

タクシー50 台、バイク 47 台を 2015/11/16 から 2015/1/25 まで準天頂から L1-

SAIF を受けてプローブを収集した。 

 

１．交通量解析(車線判別) 

→ 補強信号ありの方が精度高く車線判定ができた。 

 

２．急減速解析 

補強信号ありの方が精度高く車線判定ができ、道路要因との関係性が考察でき

た。 

 

３．交通情報 

→ 車線単位での道路の渋滞度を検証し、車線毎に渋滞度が異なる点を示し

た。 

 

４．交通流解析 

→ 導線通りのプローブが大まか車線ごとに判別できた。 

 

５．新規道開通道評価 

→ 補強信号ありの方が座標の精度良く検出できた。 

 

６．通行実績情報(車両種別特性検知) 

→ 洪水の影響を４輪 2輪の走行実績の差を確認できた。 

 

 

◆研究開発項目③基盤地図整備の有効性評価 

■手順 

①現地で地図整備・販売許可を受けている地図会社から地図データの入手検討 

 

②QZSS（補強機能）の高精度測位による現地調査・計測手法の検討 

 

③高精度な調査・計測結果を基とした基盤地図補正の有効性評価 

 

④高精度な調査・計測結果を基とした高精度基盤地図更新の有効性評価 

 



  

■全体フロー 

■基盤地図更新検証概要 

 

バイクと乗用車の走行軌跡から既存の基盤地図に存在しない新設道路を検出

する。プローブ軌跡データ収集は現地ドライバーの協力のもと実施。 

 

・収集環境 

 

・ユーザー環境 

 

■新設道路推定 



  

更新前基盤地図と描画対象外判定後を重ね合わせたあと、新設道路を推定

する。 

検出結果を元に現地調査で確認。新設道路の判定を行う。 

 

■まとめ 

バイクとタクシーの走行軌跡から既存の基盤地図に存在しない新設道路を検

出する。プローブ軌跡データ収集は現地ドライバーの協力のもと実施。 

 

・判定結果 

 

・結論 

プローブ軌跡データによる新設道路の推定は有効。 

なお、不正解だった推定箇所は、実際には私有地か駐車場だった。私有地か

新設道路かは現地調査をしなければ区別が難しいが、一度現地調査で確認す

れば 2回目以降は確認不要なため、大きな問題にはならない。 

 

 

  



  

■本実証事業概要（上）と他分野への応用（下） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

現地精度評価結果に応じて

利用実証を実施 

別紙 1 



  

 

 

■自動車関連開発による地図・防災への波及効果 

 

 

 

 

 

 
 

別紙 2 
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２．分科会における説明資料 
次ページより、制度の推進者・実施者が、分科会において制度を説明する際に使用した資

料を示す。 
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cm

MADOCA PPP (J
AXA)

(4) GPS LEX 2 cm
CMAS (HONDA)

(5)a GPS (2 10m GPS
GPS(HONDA)

(5)b GNSS GPS+GLONASS
QZSS (1

10m JAVAD (JA
XA)
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Lateral
error

+
-

Reference position : Applanix Pos-LV 520 (accuracy : under 0.1m)
Applanix Pos-LV 520

+

Longitudinal
- error

Longitudinal
error

Lateral
error

Fr
eq

ue
nc

y[
%

]
Difference value[m]

Pos-LV 10cm

33
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A

1.

2. CMAS

3. L1-SAIF

4. MADOCA PPP
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CMAS: Centi Meter level Augmentation Service at Offline model trial

STDEV[m] RMS[m] Average[m] Median[m] 95.45[m]

Lateral 0.043 0.097 -0.087 -0.087 0.059
Longitudinal 0.036 0.173 -0.169 -0.170 0.056
Attitude 0.106 0.147 -0.101 -0.087 0.145

LAP Fix []

LAP1 53.0

LAP2 44.9
LAP3 66.2
LAP4 60.3
LAP5 54.2
LAP6 53.9
LAP7 60.9

Results in suburban

in Fix point

3

22

2 9 LAP2

STDEV[m] RMS[m] Average[m] Median[m] 95.45[m]

Lateral 0.039 0.102 -0.094 -0.094 0.161

Longitudinal 0.051 0.208 -0.202 -0.203 0.286
Attitude 0.074 0.082 0.034 0.022 0.173

LAP Fix []

LAP1 51.0

LAP2 62.9

LAP3 67.7

LAP4 65.8

LAP5 53.6

LAP6 64.5

Results in Highway
Centimeter Level Augmentation Service at Offline model trial

in Fix point
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2 10 LAP2

STDEV[m] RMS[m] Average[m
]

Median[m
]

95.45[m]

Lateral 0.036 0.116 -0.110 -0.098 0.055

Longitudinal 0.029 0.183 -0.180 -0.188 0.051
Attitude 0.066 0.076 -0.037 -0.028 0.092

23

LAP Fix []

LAP1 15.7

LAP2 32.3

LAP3 32.7

LAP4 23.2

LAP5 16.7

LAP6 15.5

Results in downtown
Centimeter Level Augmentation Service at Offline model trial

in Fix point

3

24

cm

CMAS

FIX
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A

1.

2. CMAS

3. L1-SAIF

4. MADOCA PPP

3
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Offline Mode Trial in Feb. 2015

:
Trimble and JAVAD multi-GNSS receivers and antenna.

5 reference stations in Bangkok.
offline mode

:
Friday, 6 Feb. to Thursday, 12 Feb., 2015.
: , , 

Date Fri, Feb. 6 Sat, Feb. 7 Mon, Feb. 9 Tue, Feb. 10 Wed, Feb. 11 Thu, Feb. 12

Nighttime Suburban Highway Downtown Downtown

Daytime Suburban Highway Downtown Highway
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Feb. 6 Daytime: Suburban

Without Augmentation With L1-SAIF Augmentation

3

28

Feb. 9 Daytime: Highway

Without Augmentation With L1-SAIF Augmentation



3
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Feb. 10 Daytime: Downtown

Without Augmentation With L1-SAIF Augmentation

3

30

Vehicle trajectory of Feb. 9 daytime on the highway.
Observes some improvement with L1-SAIF augmentation.
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Real-time Mode Trial in Nov. 2015

:
QZ-POD QZSS-capable

Chiang-Mai and Chumphon.
L1-SAIF message ENRI

MGM-net project of MGA 
(Multi-GNSS Asia)

:
Monday, 16 Nov. 2015.
: 

2015 11 9 11 21  (12 ) 

1-18 27  

11/9 ( ) 11/10 ( ) 11/11 ( ) 11/12 ( ) 11/13 ( ) 11/14 ( ) 11/15 ( ) 
 

( ) 

   

 

 

 

  

11/16 ( ) 11/17 ( ) 11/18 ( ) 11/19 ( ) 11/20 ( ) 11/21 ( ) 11/22 ( ) 
 

 

 

 

 

 

  

 

 

( ) 
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Nov. 16: Suburban
Without Augmentation With L1-SAIF Augmentation
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33Without Augmentation With L1-SAIF Augmentation

Not Good > 15m

Good < 5m
<10m
<15m

33

34

L1-SAIF

L1-SAIF
L1-SAIF
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A

1.

2. CMAS

3. L1-SAIF

4. MADOCA PPP

33

36

PPP-AR
PPP FCB Fractional Cycle 
Bias
PPP-AR FCB

MADOCA-PPP
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Local correction information
(GNSS)

( )

( )

QZSS (GNSS) 

33
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JAVAD receiver
(JAVAD Delta)

car roof antennacar inside
PC 

(analysis/calculation
) GrANT-G3T

wifi router

Ntrip 
(MADOCA product

via internet)
POS-LV(Reference)

(monitoring)

.jps (raw)

LEX signal from QZSS

1. Suburban 2.   Highway 3.   Downtown

Test course

Test configuration
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: , PPP, PPPAR etc.
: 
: 20
: 2015 11 13 15

( )
1. (Fix point-real)
2. (2 ): (Single-real)
3. PPP (2 ): (PPP-real)
4. PPP (2 ) : (PPP-post)
5. PPPAR (2 ) 

: (PPPAR-real)
6.  PPPAR (2 ) + 

: (PPPAR-post+Local)
7.  PPPAR (2 ) + 

: , FIX (PPPAR-post+Local fix) 

MADOCA PPP

33

40

-0.0351 m 0.0323 m 0.0477 m

0.0078 m 0.0298 m 0.0308 m

0.0141 m 0.0577 m 0.0594 m

1. Fix point-real
: 2 (PPP)
:
: MADOCA( )/MADOCA real time
: 

GNSS : GPS+GLONASS+QZSS
: Trimble NetR9

< (11 13 )>
@MGM-net 

(Chang Mai position 98.9300, 18.7600)

1
cm
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Longitudinal (95%) Lateral (95%) Altitude (95%)

2.38 m 3.20 m 8.30 m

< >

2. Single-real
: 2

:

: 

: 

GNSS : GPS+GLONASS+QZSS

: JAVAD delta

(Epoch: 449,504)

33

42

< >

3. PPP-real
: 2 (PPP)
:
: MADOCA (LEX )/MADOCA rapid
: 

GNSS : GPS+GLONASS+QZSS
: JAVAD delta3

(Epoch: 416,272)
Longitudinal (95%) Lateral (95%) Altitude (95%)

4.96 m 4.50 m 7.54 m
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< >

4. PPP-post
: 2 (PPP)
:
: MADOCA (LEX )/MADOCA final
: 

GNSS : GPS+GLONASS+QZSS
: JAVAD delta3

(Epoch: 19,206)

(PPP-real )

Longitudinal (95%) Lateral (95%) Altitude (95%)

2.35 m 2.02 m 21.3 m

33

44

< >

5. PPPAR-post
: 2 (PPP )
:
: MADOCA (LEX )/MADOCA final
: 

GNSS : GPS+GLONASS+QZSS
: JAVAD delta3

(Epoch: 471,239)

FIX 27%
( )

Longitudinal (95%) Lateral (95%) Altitude (95%)

1.42 m 1.65 m 3.42 m
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< >

6. PPPAR-post  + Local correction
: 2 (PPP 

)
:
: MADOCA (LEX )/MADOCA final
: 3 (AIT/HRAP/CU)

GNSS : GPS+GLONASS+QZSS
: JAVAD delta3

5

3
1m

(Epoch: 460,397)

Longitudinal (95%) Lateral (95%) Altitude (95%)

1.00 m 1.17 m 4.24 m

33
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PPPAR-post
( )

PPPAR-post +Local correction
( )

( )

5
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< >

FIX

7. PPPAR-post  + Local correction (Fix point)
: 2 ( ) FIX

:
: MADOCA (LEX )/MADOCA final
: 3 (AIT/HRAP/CU)

GNSS : GPS+GLONASS+QZSS
: JAVAD delta3

Trajectory

(Epoch: 129,020)

Longitudinal (95%) Lateral (95%) Altitude (95%)

0.58 m 0.56 m 1.36 m

33

48

Method Longitudinal (95%) Lateral 
(95%) Altitude (95%)

1. Fix point-real 0.0477 m 0.0308 m 0.0477 m

2. Single-real 2.38 m 3.20 m 8.30 m

3. PPP-real 4.96 m 4.50 m 7.54 m

4. PPP-post 2.35 m 2.02 m 21.3 m

5. PPPAR-post 1.42 m 1.65 m 3.42 m

6. PPPAR-post+Local correction 1.00 m 1.17 m 4.24 m

7. PPPAR-post+Local correction 
(fix solution)

0.58 m 0.56 m 1.36 m

(Method dependency)

Fix point PPP cm class
: 

PPPAR 
FIX



QZSS 

QZSS 

QZSS 

QZSS 
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3

GPS cm
QZSS 2010

ASEAN

LBS

QZSS

3

4

QZSS

2,313

185,104

54,154 1%

0.43 1%

64,009 4%

2,731 3.2%

64,210 2.2%

44,838

385 1.5%

44,453 1.5%

1,372

1,339 3.2%

32 13.6%

231,313
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(A1) 

23km/h 1km/h 1
5.4 1 540

2006 25,000

2015 44,444

2015 30 TB/L

2015 40 TB/L

2015 Office of Transport and Planning

2015 33.8 TB/L

2015 1,504,274

2015 3.6 JPY Yahoo! Finance

2015 5,415,385

2015 14,837

2009 2 %

(B) 2009 1 %

2015 23.4 km/H

2014 km/H

1 km/H

(C) 148

2009 150

54,154

3

6

15km 20km 290 260g/km 5km/h
30g/km

1km/h 6g/km 2%

25km 30km Co2
1%
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(A2) 

23km/h 1km/h 1
CO2 4,300 1

2000 15,000

2000 7,500

- 2.86 O. of National Economic and Social Dev. Board

- 1.43

2015 30,000

2015 15,000

2015 45,000

2015 INTL 7.17 Investing dot com

1Euro 2015 - 134 JPY Yahoo! Finance

2015 INTL 961

2015 43,235,100 JPY/Y

2009 2 %

2009 1 %

432,351 JPY/Y

3

8

(A3) 

1km 59 / 640

2011 9,701,700

2011 2,304,815

2015 10,500,000

2015 2,500,000

2015 23.8

2010 1,300

2010 540

2010 231

2010 576

2010 2.88

2015 INTL 120 JPY Yahoo! Finance

2010 345

2015 1.4

2015 592,514

2015 204,595,221

2015 64,009
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Km/h

3

10

27.0km/h

24.4km/h

23.2km/h

22.3km/h

Travel Speed
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(A4) 

12km 38.3 27.3

2014 35 TB

2014 5.5 TB/km

2014 6.5 TB/km

2014 7.5 TB/km

2014 2 TB/min

2014 0.36 km

2014 21.8 km/H

2014 50 TB

2014 3.73

2014 23.8 km/h

2014 19.0 km/h

2014 0.20

2014 7,337

2014 1,436

2014 3,754

2014 38.3 %

2005 43.0 %

2005 40.0 %

2014 12 H

2014 12

2014 97.5

2014 37.3

2013 65,000 Dept. of Land and Transport

2014 313 D/Y

2014 759

2015 3.6 JPY Yahoo! Finance

2014 2,731

3

12

850 /

1,800,000,000,000

1,727,900,000,000

1,783,000,000

680

969

243,000

7,110,700

7,337

23.5

65,000 Dept. of Land and Transport

35 TB Dept. of Land and Transport

3.6 Yahoo Finance

126

180

7,337

85,642
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(A5) 

km/h 3,760 121

2007 423 km/ton

2009 420

2009 177,660

2015 230,958

2014 12.0 km/h

2012 23.8 km/h

2010 38.0 km/h

2015 30.0 km/h

2015 3 ton

2015 2,566,200,000

2010 0.9 USD/h

2015 1.2 USD/h

2015 INTL 120.0 JPY

2015 146.6 JPY/h

2015 376,327,435,355

2015 12,140

3

14

(A5) 2

1km/h 642

2015 7,200,000

2015 2,963,520

2010 72%

2010 64%

2015 65%

2015 64,210
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(B1)

3
15 2014 860

2014 85,642

2014 38%

2015 SIN 5%

2015 SIN 2%

2015 3%

2015 15%

2015 385

3

16

(B2) 

5% 440

2015 2,963,520

2015 70%

2015 30%

2015 2,074,464

2015 889,056

2014 15%

2015 15%

2015 0%

2015 5%

2015 0

2015 44,453



3

17

(C1) 

2,100
13

2014 1,950

2014 13

2014 0.15

2015 14

2015 0.15

2015 2,100

2015 3.2% %

2015 67.0

2014 2400

2014

2015 2,000

1,339

3

18

(C2)

1 1
. 0.3

2005 20,343

2006 23,319

2010 19,149

2012 80,539

2012 512

2012 0.64%

2013 81%

2013 19%

2013 188

2013 99

2014

2014

2015 20,937

2015 89%

2015 11%

2015 0.64%

2015 188

2015 99

2015 237

18,843

81%

19%

0.64%

188

99

205

32
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LBS

iOS Android

DL

3

DL
DL

DL

LBS

3
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LBS
2013 /2022

2013

QZSS

QZSS

2022

LBS

1,176 75 1,251

830 38 868

3,610 991 4,601

2,669 730 3,399

4,331 1,189 5,520

2,936 876 3,812

21.5

21.5

30.0

21.5
4.4

6.0

2013 9 13 2022 34∼46

QZSS
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CAGR CAGR CAGR CAGR CAGR

19,677 37.3% 1,467 37.9% 5,328 47.5% 17,970 54.0% 155 31.7%

12,913 5.0% 720 5.0% 2,714 5.0% 13,293 5.0% 79 5.0%

6,764 50.0% 747 55.4% 2,613 81.7% 4,677 53.3% 76 62.2%

1 ,189 3.7% 87 -5.3% 986 7.5% 1 ,031 11.0% 234 6.8%

775 8.7% 40 3.5% 688 11.1% 692 10.2% 151 8.0%

413 5.3% 47 -0.9% 298 8.5% 339 10.7% 83 7.2%

1,325 2.9% 1,637 4.1% 1,300 5.8% 1,456 4.7% 411 5.4%

1,246  - 1,116  - 1,185  - 1,419  - 392  -

79  - 521  - 115  - 38  - 19  -

332

510

24

1,821

26.2% 25.1% 50.3% 24.0% 17.9%

1,832

1,785

48

60,056

955

101

854

210

122

534

1,571

153

58,488

56,508

16,966

39,542

1,716

1,165

551

1,364

637

9,771

55,272

3,464

51,808

1,492

988

504

1,724

1,437

70,973

92

7,684

919

6,765

86

31

56

2,001

16,481

51,409

1,554

928

626

1,529

22,191 3,191 7,614 20,458 800

67,890

ASEAN Probe LBS

2020

3

22

131,949

2,272

97,454
110,000

13,354

11,606

26,733

3,633

5,850

28,770

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

160,000

5
2015

1 13
4 5

154,749 29,703 66,052 106,362 57,539

1,014,990 22,724 885,949 1,000,000 121,400

7.5% 90.0% 5.5% 5.5% 50.0%

13.0% 10.0% 11.0% 11.0% 11.0%

11,606 26,733 3,633 5,850 28,770

131,949 2,272 97,454 110,000 13,354

143,555 29,005 101,087 115,850 42,124
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1.1 13.1 14

1 13

2011 2012 2013E 2014E 2015E

130,000 136,000 142,135 148,280 154,749

853,000 898,000 932,640 971,873 1,014,990

5.5% 6.0% 6.5% 7.0% 7.5%

11.0% 11.5% 12.0% 12.5% 13.0%

7,150 8,160 9,239 10,380 11,606

93,830 103,270 111,917 121,484 131,949

100,980 111,430 121,156 131,864 143,555

3

24

2.7 0.2 2.9

2.7 0.2

2011 2012 2013 2014 2015E

27,000 28,000 28,000 29,000 29,703

22,754 22,666 22,555 22,727 22,724

86.0% 87.0% 88.0% 89.0% 90.0%

8.0% 8.5% 9.0% 9.5% 10.0%

23,220 24,360 24,640 25,810 26,733

1,820 1,927 2,030 2,159 2,272

25,040 26,287 26,670 27,969 29,005
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0.4 9.7 10.1

5
0.4 9.7

2011 2012 2013 2014E 2015E

57,335 62,035 62,035 63,730 66,052

705,202 748,838 791,624 836,659 885,949

3.5% 4.0% 4.5% 5.0% 5.5%

9.0% 9.5% 10.0% 10.5% 11.0%

2,007 2,481 2,792 3,187 3,633

63,468 71,140 79,162 87,849 97,454

65,475 73,621 81,954 91,036 101,087

3

26

0.6 11 11.6

2011 2012 2013 2014 2015E

90,020 93,040 99,900 102,000 106,362

839,749 868,667 939,453 957,045 1,000,000

3.5% 4.0% 4.5% 5.0% 5.5%

9.0% 9.5% 10.0% 10.5% 11.0%

3,151 3,722 4,496 5,100 5,850

75,577 82,523 93,945 100,490 110,000

78,728 86,245 98,441 105,590 115,850

5
0.6 11
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2.9 1.6 4.5

2.9 1.6

2011 2012 2013E 2014E 2015E

54,800 56,400 56,619 56,839 57,539

84,845 92,222 101,918 110,975 121,400

46.0% 47.0% 48.0% 49.0% 50.0%

11.0% 11.5% 12.0% 12.5% 13.0%

25,208 26,508 27,177 27,851 28,770

9,333 10,606 12,230 13,872 15,782

34,541 37,114 39,407 41,723 44,552

3

28

5 2013

6,701 541 24,987 2,972 9,168
% 31% 72% 14% 35% 20%

2,077 390 3,498 1,040 1,834
Upper Case 7,072 6,191 6,365 7,779 2,122
Lower Case 4,935 4,320 4,442 5,429 1,481
Upper Case 340 1,589 182 748 116
Lower Case 238 1,109 127 522 81

4,935
4,320 4,442

5,429

1,481

0

2,500

5,000

7,500

10,000

7,072

6,191 6,365

7,779

2,122

4 60 80

20
1
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830
727 747

913

249

0

500

1,000

1,500

5 2013
LBS

1,176

1,030 1,059

1,294

353

LBS
LBS LBS

4 10 3

7,072 6,191 6,365 7,779 2,122
% 16.6% 16.6% 16.6% 16.6% 16.6%

1,176 1,030 1,059 1,294 353
4,935 4,320 4,442 5,429 1,481

% 16.8% 16.8% 16.8% 16.8% 16.8%
830 727 747 913 249

Upper Case

Lower Case

3

30

38

240

51

17
8

0

200

400

600

5 LBS 2013

75

481

103

34 17

LBS
LBS

5

4 LBS

2,700 17,300 3,700 12,400 1,500
Upper Case 10.0% 10.0% 10.0% 1.0% 4.0%
Lower Case 5.0% 5.0% 5.0% 0.5% 2.0%

28% 28% 28% 28% 28%
Upper Case 75 481 103 34 17
Lower Case 38 240 51 17 8
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CAGR CAGR CAGR CAGR CAGR

19,677 37.3% 1,467 37.9% 5,328 47.5% 17,970 54.0% 155 31.7%

12,913 5.0% 720 5.0% 2,714 5.0% 13,293 5.0% 79 5.0%

6,764 50.0% 747 55.4% 2,613 81.7% 4,677 53.3% 76 62.2%

1 ,189 3.7% 87 -5.3% 986 7.5% 1 ,031 11.0% 234 6.8%

775 8.7% 40 3.5% 688 11.1% 692 10.2% 151 8.0%

413 5.3% 47 -0.9% 298 8.5% 339 10.7% 83 7.2%

1,325 2.9% 1,637 4.1% 1,300 5.8% 1,456 4.7% 411 5.4%

1,246  - 1,116  - 1,185  - 1,419  - 392  -

79  - 521  - 115  - 38  - 19  -

332

510

24

1,821

26.2% 25.1% 50.3% 24.0% 17.9%

1,832

1,785

48

60,056

955

101

854

210

122

534

1,571

153

58,488

56,508

16,966

39,542

1,716

1,165

551

1,364

637

9,771

55,272

3,464

51,808

1,492

988

504

1,724

1,437

70,973

92

7,684

919

6,765

86

31

56

2,001

16,481

51,409

1,554

928

626

1,529

22,191 3,191 7,614 20,458 800

67,890

ASEAN Probe LBS

2020

2015 542.54
2020 2011

3

32

QZSS
2022
QZSS 2,370
CO2 450

2022 LBS QZSS 9

ASEAN LBS 2020

2015 542.54
2020 2,011

5
2020 QZSS ,715
CO2 1,275



QZSS 

QZSS 
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( )

2 4

ASEAN

http://www.ibtimes.com/
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GNSS+L1-SAIF

GNSS(GPS+GLONASS)
L1-SAIF(1 )

IMU( )

ID
1

3

36
QZSS
( ) 

50

:48

QZSS

Android
( )

cloud

DB

5

:2015/11/16 - 2015/1/25Android
( )

5
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2016/1/4
( )

:673,426.4km

1 100Km

Total:74,014.9km

UTC

2015/12/14 02:00 2015/12/16 01:00
2015/12/16 01:05 2015/12/18 08:00
2015/12/25 09:00 2015/12/28 01:35
2015/12/28 01:36 2015/12/30 19:15
2015/12/31 09:35 2016/01/01 19:28
2016/01/05 02:38 2016/01/07 04:00
2016/01/07 04:40 2016/01/08 06:40
2015/11/21 00:00 2015/12/14 02:00
2015/12/16 01:00 2015/12/16 01:05
2015/12/18 08:00 2015/12/25 09:00
2015/12/28 01:35 2015/12/28 01:36
2015/12/30 19:15 2015/12/31 09:35
2016/01/01 19:28 2016/01/03 04:00
2016/01/05 01:00 2016/01/05 02:38
2016/01/07 04:00 2016/01/07 04:40
2016/01/08 06:40 2016/01/21 23:59 (Web )

3

38
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2

3

1.

( )
2. 1
3.

50m

3.5m

1

2

31 2
3,,,

(50 m) 

3.5m

3.5m

3

40

: 527m
6

(*)

GPS+GLONASS with QZSS 215
GPS+GLONASS 364

Ave:8.739    Ver:101.741Ave:0.925    Ver:91.136

GPS+GLONASS with QZSS GPS+GLONASS

n
u
m
b
e
r

Position 
aberration( 0.1m)

n
u
m
b
e
r

Position 
aberration( 0.1m)

link nomber
road lenth

[m]
lane1 lane2 lane3 lane4 unknown

determination pobability
of lane maching

1 834 5 1 - - 1 85.71%
2 3101 4 1 - - 0 100.00%

3 200 3 - 1 - 1 80.00%

4 1045 4 - 1 - 0 100.00%

total 4980 16 2 2 0 1 95 .24%

link nomber
road lenth

[m]
lane1 lane2 lane3 lane4 unknown

determination pobability
of lane maching

1 834 69 16 4 1 8 91.84%
2 3101 79 7 4 - 4 95.74%

3 200 30 36 22 4 13 87.62%

4 1045 74 15 2 11 89.22%

total 4980 252 74 32 5 36 90 .98%

(*)
GPS+GLONASS with QZSS

4 : 12/14 18
GPS + GLONASS

26 : 11/21 - 12/13 , 12/19 -12/21

(Kamphaeng Phet 2 Rd( ))
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: 4.98km
8

(*)

GPS+GLONASS with QZSS 20
GPS+GLONASS 363

Ave:2.111   Ver:101.208Ave:1.511    Ver:101.892

GPS+GLONASS with QZSS GPS+GLONASS

n
u
m
b
e
r

n
u
m
b
e
r

Position 
aberration( 0.1m)

Position 
aberration( 0.1m)

link nomber
road lenth

[m]
lane1 lane2 lane3 unknown

determination pobability
of lane maching

1 834 12 10 - 0 100.00%
2 3101 15 6 1 1 95.65%

total 3935 159 48 7 1 99.53%

link nomber
road lenth

[m]
lane1 lane2 lane3 unknown

determination pobability
of lane maching

1 834 135 20 6 20 88.95%
2 3101 138 21 3 21 88.52%

total 3935 273 41 9 41 88.74%

(Motor way( ))

3

42

2 [G]
:

[G] 
=  (B [km/h] A [km/h]) /

(AB [sec] * 35.28[km/h/sec])

14:00:00  45km/h

A B

14:00:03  5km/h

40km/h

[g] = (5[km/h] -45[km/h]) / (3[sec] * 35.28[km/h/sec]) 
= - 0.38 [G]

e.g.

*1[G]  = 9.8 [m/sec/sec] = 
35.228[km/h/sec]
*VSP : vehicle speed

0.3G



3

43

Pracha Chuen Rd 23 24

3 2, 1
( )

3
1,2
1 2

30 m

0.3G 
( : 3, : l 2, : 1)

3
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: 537m
2

(over 0.3G)(*)

GPS+GLONASS with QZSS 15
GPS+GLONASS 231

Ave:0.060   Ver:108.178Ave:2.4    Ver:58.64

Rapid deceleration point(GPS+GLONASS ) on Google earth

GPS+GLONASS with QZSS GPS+GLONASS

n
u
m
b
e
r

n
u
m
b
e
r

Position 
aberration( 0.1m)

Position 
aberration( 0.1m)

lane1lane2

(*)
GPS+GLONASS with QZSS

4 : 12/14 18
GPS + GLONASS

26 : 11/21 - 12/13 , 12/19 -12/21

(Kamphaeng Phet 2 Rd( ))
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: 684m
3 ( 2 )

(0.3G)
GPS+GLONASS with QZSS 89
GPS+GLONASS 668

Ave: -2.4   Ver:118.864Ave: -1.9    Ver:127.622

Rapid deceleration point(GPS+GLONASS with L1-SAIF ) on Google earth

GPS+GLONASS with QZSS GPS+GLONASS

n
u
m
b
e
r

n
u
m
b
e
r

Position 
aberration( 0.1m)

Position 
aberration( 0.1m)

(Motor way( ))

3
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30km/h
30km/h 60km/h
60km/h

7.5km/h
7.5km/h 22.5km/h
22.5km/h

GPS+GLONASS with QZSS GPS+GLONASS

1( )
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1

2

3-2)

3-1)

4-3) 4-2)
4-1)

1
2

3

48

GPS+GLONASS with QZSS

GPS+GLONASS
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(google map)

( )

3

50

( )

2016/01/08
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2016/01/08

2016/01/08

( )

3

52

50 47 2015/11/16 2015/1/25 L1-
SAIF

( )

( )
2



QZSS

1 34

1. 

QZSS MMS

2 34



1.   

2. QZSS

QZSS MADOCA PPP AR L1-SAIF

QZSS

2. 

3 34

3. 

2
ASEAN

ASEAN10

4 34



4. 

No.

1

2

3

4 POI

5

6

7

8
5 34

5. 

No.

1
(

RTSD)

2
( ) RTSD

3

National Security Law

4
RTSD

RTSD

5
RTSD

1

2

No.1
Secret Places

3

4

6 34



No.

1
( )

RTSD

2

3
(

No.2

4 RTSD

1

2

3
RTSD

4
RTSD

5 RTSD

6

6. 

7 34

No.

1
DigitalGlobe

2

3

4
QZSS

JAXA

5
DB

QZSS
(MADOCA PPP AR)
POS-LV

6
DB

QZSS

L1-SAIF

7

8 34JAXA
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8

9 34

9

QZSS

10 34
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10km

11 34

12 34

11

POS-LV

MADOCA PPP
AR



13 34

12

POS-LV

MADOCA PPP
AR

12

MADOCA PPP AR

POSLV

GPS 1hz) POS-LV MADOCA PPP AR 

14 34



15 34

12

POS-LV

MADOCA PPP
AR

16 34

13

POS-LV

MADOCA PPP
AR



_ _

19.8 km 35.1 km

10 12

13

17 34

18 34

14

POS-LV

MADOCA PPP
AR



19 34

14

3
MADOCA PPP AR 6

LEX

20 34

15

POS-LV

MADOCA PPP
AR
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[m] 29.3km 20.3km 18.0km

29 16 14

21 34

22 34

15

POS-LV

MADOCA PPP
AR



23 34

16

POS-LV

MADOCA PPP
AR

24 34

17

POS-LV

MADOCA PPP
AR



18 3 )

1
2

3

2.23 2.20 -0.03

2.93 2.97 0.04

2.31 2.20 -0.11

- - 2.49 2.46 -0.03

4.6m 90%

10.2m

25 34

-0.03m 57.0%

50.0%

1 29 17
2 16 10

3 14 7

- 19.7 11.3 57.0%-

58.6%
62.5%

19

[m]

1 0.12 0.5m 0.5m
0.35m

0.12m

2 0.37 80km/h 0.1 2.22m

1.11m

3 POS-LV 0.20 POS-LV
0.20m 0.20m

4 MADOCA PPP AR 0.18 MADOCA PPP AR
0.18m 0.18m

m

26 34
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MADOCA PPP AR

27 34

21

47

50

2015/11/21 2015/12/21

28 34
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/

29 34

23

30 34



24

31 34

25

1624

24 16

32 34



26

12

2

33 34

27

2015/11/21 2015/12/21

24 100% 18 100%

3 13% 3 17%

3 13% 1 6%

8 33% 9 50%
10 42% 4 22%
0 0% 1 6%

2 34 34
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2

QZSS
(1/2)

1) QBIC
NEDO

PPT
26 8 7

2)
NEDO

PPT
26 9 19

3)United Nations ESCAP Economic and Social Commission for Asia and the Pacific

PPT
26 9 24

4) 27 3 17 10
GPS

5)ITS

Performance evaluation of QZSS augmentation for ITS
PPT

27 10 6
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QZSS
(2/2)

6) 7 GNSS

The investigation of the utilization in business telematics by using GNSS in 
Thailand Legal Research on Conducting Mapping Business in Southeast Asia 
(Brunei and Malaysia)

PPT
27 12 9

7) 2 Automotive Engineers Forum in Thailand

The telematics demonstration experiment using QZSS in Thailand
PPT

28 9 30
8)GPS/GNSS 2016

PPT
28 10 26

9) 8 GNSS

The investigation of the utilization in business telematics by using GNSS in 
ASEAN The telematics demonstration experiment using QZSS  in Thailand

PPT
28 11 15

3

4

QZSS in

Chulalongkon 100 2 ( 130 )
2016 1 22 10:00 16:30 , 17:30 19:00

JAXA
Chualongkorn University

(NEDO)
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10:00 Opening Address  :  Prof.Dr. Suttichai Assabumrungrat
Associate Dean for Research, Faculty of Engineering, Chulalongkorn University

10:10
Guest Speech 1  :  Mr. Hajime Onga

First Secretary for Policy on Information & Communications Technology, on Science, Technology & Innovation.
Embassy of Japan in Thailand

10:15 Guest Speech 2  :  Assoc Prof. Dr. Sorawit Narupiti,
Department of Civil Engineering, Faculty of Engineering (ITS Thailand, Multi-GNSS Asia Steering committee in ITS)

10:20 Guest Speech 3  :  Dr. Wicha Jivalai
The president of Surveying and Mapping Society of Thailand (SMST)

10:25
(15min)

Keynote Speech 1   "GNSS Status and Applications in Thailand"
Chalermchon Satirapod, Ph.D.  (UNSW)

Professor  Department of Survey Engineering,  Faculty of Engineering  Chulalongkorn University

10:40
(15min)

Keynote Speech 2   Japanese space policy "economic prospect by QZSS utilization"
Ms. Masayo Tokuhiro

Ministry of Economy,Trade and Industry,  Space Industry Office  Manufacturing Industries Bureau

10:55
(25min)

Presentation 1 : QZSS introduction
Mr. Satoshi Kogure

Japan Aerospace Exploration Agency  (JAXA)

11:20
(25min)

Presentation 2: Business investigation (ITS)
"Investigating QZSS in the Telematics Industry in Thailand"

Ms. Crystal Jing Xu  HONDA Motor Co.,Ltd.  Business Administration Dept. Global Telematics Div.

9:00 Reception

11:45 - 13:00 (1h 15min)   Lunch

3
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13:00
(25min)

Presentation 3:Technical investigation
"Sharing Experience on Satellite Based Augmentation Service (SBAS) Exploration in Thailand"

Monsak Socharoentum, Ph.D.
Researcher, National Electronics and Computer Technology Center, National Science and Technology Development Agency

13:25
(30min)

Presentation 4:Business investigation (MAP)
"Legal Research on Conducting Mapping Business in Southeast Asia (Malaysia, Myanmar)"

Ms. Yasuko Osada  ZENRIN CO., LTD.    Business Promotion Division, Business Group-2

14:40
(10min)

Presentation 5 : Project Summary  "Introduction of NEDO"
Hirokazu Nishida, Ph.D.

NEDO (New Energy and Industrial Technology  Development Organization) ,  Project Coordinator, Robot and Machinery System Technology Dept.

14:50
(25min)

Presentation 6:  "The QZSS Utilization Project Summary & Positioning Survey overview"
Mr. Akira Iihoshi  HONDA Motor Co.,Ltd.,    Business Administration Dept. Global Telematics Div.

15:15
(45min)

                                  Presentation 7: Positioning   "Results of QZSS demonstration experiment in Thailand"
Takeyasu Sakai Ph.D.    The Electronic Navigation Research Institute(ENRI)   "QZSS L1-SAIF Augmentation Trial in Thailand"
Johta Awano, Ph.D.  Japan Aerospace Exploration Agency  (JAXA)  "MADOCA PPP (Precise Point Positioning) Augmentation experiment results
                                                                                                                  in Thailand"
Mr. Raksit Thitipatanapong  Faculty of Engineering, Chulalongkorn Univ.  "Investigations of Low Cost RTK Multi-GNSS Receiver
                                                                                                                               in Automobile Application"

16:00
(25min)

Presentation 8: Probe data "Probe accuracy evaluation using QZSS in Thailand "
Mr. Takuro Masuda  HONDA Motor Co.,Ltd.   Senior Staff, Application Development Dept. Global Telematics Div.

16:25 Closing Address  :  Mr. Noboru Aoki
Director General, NEDO (New Energy and Industrial Technology  Development Organization), Robot and Machinery System Technology Dept.

11:45 - 13:00 (1h 15min)   Lunch

13:55 - 14:40 (45min)   Coffee break

17:30 - 19:30     Reception Dinner



3

74

( (ZENRIN) ( Raksit (CU )

3

8

Guest Speech 1
Mr. Hajime Onga
First Secretary

for Policy on Information & Communications
Technology, on Science, Technology &

Innovation.
Embassy of Japan in Thailand

Opening Address
Prof.Dr. Suttichai Assabumrungrat

Associate Dean for Research,
Faculty of Engineering, Chulalongkorn

University

Guest Speech 2
Assoc Prof. Dr. Sorawit Narupiti,
Department of Civil Engineering, 

Faculty of Engineering 
(ITS Thailand, Multi-GNSS Asia 

Steering committee in ITS)
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Keynote Speech1
Chalermchon Satirapod, Ph.D.  

Professor
Department of Survey Engineering,  Faculty 

of Engineering  
Chulalongkorn University 

Guest Speech 3
Dr. Wicha Jivalai
The president 

of Surveying and Mapping Society of 
Thailand (SMST)

Keynote Speech 2
Ms. Masayo Tokuhiro

Ministry of Economy,Trade and 
Industry,  Space Industry Office  
Manufacturing Industries Bureau

3
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Mr.
Hajime Onga

First Secretary 
Embassy of Japan

in Thailand

Dr. 
Wicha Jivalai
The president 

of Surveying and Mapping 
Society of Thailand (SMST)

Chalermchon Satirapod,
Ph.D.  

Professor
Chulalongkorn University 

Dr.
Sorawit Narupiti

Assoc Prof.
Chulalongkorn

University 

Ms. 
Masayo Tokuhiro

METI

Mr. 
Satoshi Kogure

JAXA
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Presentation 2
Ms. Crystal Jing Xu

Business investigation (ITS)
"Investigating QZSS in the Telematics Industry 

in Thailand" 
HONDA Motor Co.,Ltd.  Business 

Administration Dept. Global Telematics Div.

Presentation 1
Mr. Satoshi Kogure

QZSS introduction
Japan Aerospace Exploration Agency  

(JAXA)

Presentation 3
Monsak Socharoentum, Ph.D.

Technical investigation
"Sharing Experience on Satellite Based 
Augmentation Service (SBAS) Exploration in 
Thailand"
Researcher, National Electronics and Computer 
Technology Center, National Science and 
Technology Development Agency

3
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Presentation 5
Hirokazu Nishida, Ph.D. 

Project Summary  "Introduction of NEDO"
NEDO (New Energy and Industrial Technology  

Development Organization) ,  Project Coordinator, 
Robot and Machinery System Technology Dept.

Presentation 4
Ms. Yasuko Osada

Business investigation (MAP)
"Legal Research on Conducting Mapping 
Business in Southeast Asia (Malaysia, 

Myanmar)"
ZENRIN CO., LTD.    Business Promotion 

Division, Business Group-2

Presentation 6
Mr. Akira Iihoshi

"The QZSS Utilization Project Summary & 
Positioning Survey overview"

HONDA Motor Co.,Ltd.,    Business 
Administration Dept. Global Telematics Div.
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Presentation7
Johta Awano, Ph.D.

"QZSS L1-SAIF Augmentation Trial in Thailand"
Japan Aerospace Exploration Agency  (JAXA) "

Presentation 7
Takeyasu Sakai Ph.D.

"Results of QZSS demonstration 
experiment in Thailand"

The Electronic Navigation Research 
Institute(ENRI)

Presentation 7
Mr. Raksit Thitipatanapong

"Investigations of Low Cost RTK Multi-GNSS 
Receiver in Automobile Application"

Faculty of Engineering, 
Chulalongkorn Univ.  

3
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Closing Address 
Hirokazu Nishida, Ph.D. 

NEDO 
(New Energy and Industrial Technology  

Development Organization) ,  Project Coordinator, 
Robot and Machinery System Technology Dept.

Presentation 8
Mr. Takuro Masuda

"Probe accuracy evaluation using QZSS 
in Thailand "

HONDA Motor Co.,Ltd.   Senior Staff, 
Application Development Dept. Global 

Telematics Div.
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90

No. Company/Organization  Job title Department 
1 Mr. UA-AMPORN TEERA A.P. Honda Co., Ltd. Product Planner Product Planning

2 Mr. Sitasuwan Sid Advance Wireless Network Engineering Specialist ICT Planning

3 Ms. OKAMOTO NORIKO Asian Honda Motor Co., Ltd. General Manager Corporate Affairs

4 Mr. Shinichi Nakamura Asian Institute of Technology

5 Mr. USUI KAZUNORI Auto Technic Japan Automotive Engineers PT3

6 Ms. Klahan Anutra Bangkok Cable Co., Ltd. Section manager Technical Dept.

7 S Matchima Bangkok Mass Transit Authority

8 Mrs W Kanokwan Bangkok Mass Transit Authority

9 Mr. CAT Telecom.Plc

10 Ms. Ruengdet Siwilai Chula

11 Ms. Phiphawakorn Wanwimol Chula

12 Ms. Chorruang Warunee Chula

13 Ms. Phiphawakorn Aroonlue Chula

14 Ms. Ratree Chula

15 Ms. Uthaiwihakun Supaiaporn Chula

16 Mr. Jongrujinan Thanate Chula Engineeering Student Survey Engineering

17 Dr. Kaewchalermtong Tongkarn Chulachomklao Royal Military Academy Lecturer Civil Engineering

18 Dr. Andrei Octavian Chulalongkorn University lecturer Survey Engineering

19 Mr. Intarat Thanit Chulalongkorn University Ph.D. student Survey Engineering

20 Mr. HORAPONG KITTIPOL Civil Aviation Training Center Ground Instructor Avionics Engineering

21 Mr. Rungchokanun Arucha Civil Aviation Training Center Researcher Avionics Engineering

22 Mr. JODTANG Arkhom Civil Aviation Training Center Ground Instructor Avionics Division

23 Mr. Buaon Punyawee Civil Aviation Training Center Student Avionics Division

24 Mr. Montree Narupon Civil Aviation Training Center Student Avionics Division

25 Chabenphon Chaiyut CU

26 Mr. Meekhla Worakong Defense Technology Institute, Thai Minstry of Defense Head of Test and Evaluation Operation Group

27 Mr. Chatpuak Uthai Department of Public works and Town & country planning : DPT expert level survey technician Survey Department 

28 Mr. Traisilpwissaroot Jakkrapong Department of Public works and Town & country planning : DPT Civil Engineer Survey Department 

29 Mr. Lohitdee Rachanont Department of Public works and Town & country planning : DPT Civil Engineer Survey Department 

30 Dr. Rathviboon San Dhurakij Pundit Univerisity Lecturer Industrial Engineering

31 Mr. Winitthumkul Natt Drivebot Co., Ltd. Founder Automotive
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No. Company/Organization  Job title Department 
32 Mr. Wattanai Drivebot.co

33 Mr. Henderson David Drvr CEO DRVR

34 Mr. MOONIKEY DECHA Electricity -EGAT Thailand   8

35 Mr. Pongsamart Napat Globetech BD Sale

36 Ms. Saeeaw Rujira Globetech Sale Sale

37 Ms. Watanapanee Sitarangsi Globetech Sale Sale

38 Ms. Thana Watana Government Office

39 Ms. Jittiwan Watanathana Government Office

40 Mr. Kummalue Pansak GPS Tech Co., Ltd. Managing Director Management

41 Ms. Tantianuparp Peraya Hydro and Agro Informatics Institute GIS Research Research and Development

42 Mr. Masanobu Tsuji Japan Aerospace Exploration Agency

43 Wongkowit Withu JIJI Press ( Thailand) Co., LTD.

44 Ms. Krikietisakun Thanchat MappointAsia (Thailand) Public Company Limited Senior Application Support Public Sector

45 Mr. Srithongin Theprangson Mass Rapid Transit Authority of Thailand(MRTA) Engineer M&E Project Supervisory divis ion

46 Ms. Subpasirisopon Itsaree Mass Rapid Transit Authority of Thailand(MRTA) Engineer M&E Project Supervisory divis ion

47 Palida Puapun Ministry of Interior

48 Ractchadaphon MNRE

49 Mr. Yukimune Atomo MTEC/NSTDA Advisor International Relation Section

50 Dr. Thongtan Thayathip National Institute of Metrology Thailand Metrologist Electrical metrology

51 Dr. Somsaman Kritsachai National Science and Technology Development Agency Director of Science Media Science Media Division

52 Ms. Yoswangjai Weena National Science and Technology Development Agency Technical Officer Science Media Division

53 Dr. Pongthanaisawan Jakapong National Science Technology and Innovation Policy Office Senior Policy Researcher Department of Energy and Environment

54 Dr. Udomsakdigool Charnwit National Science Technology and Innovation Policy Office Policy Specilist Energy and environment

55 Mr. Murai Yoshiyuki NEC QZSS Suport QZSS Suport

56 Mr. Pattara-atikom Wasan NECTEC

57 Mr. Decha Chainapong NEDO

58 Mr. Tanthasuraseth Rachot NSTDA Business Development Officer Market Enabling

59 Mr. Theanthong Paritat NSTDA Technical Officer Science Media Division

60 Mr. Kagaya Toyoaki NTT DATA Corporation Senior Expert Promotion  Office for Robotics Integration

61 Mr. Chakkaew Arnat NuMap Co., LTD Business Development Manager -

62 Mr. Pongphiboonkiat Kairop NuMap Co., LTD Business Development Officer -

3
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No. Company/Organization  Job title Department 
63 Vilaivan Griwin Office of the National Economic and Social Development Board

64 Mr. Kadeeroj RUENGCHAI Office of Transport and Traffic Policy and Planning Plan and Policy Analyst Senior Professional level Transport Traffic System Division

65 Mr. klaypaksee jakkrit Office of Transport and Traffic Policy and Planning analyst technology development

66 Mr. Pethsen Kritsada Pasco (Thailand) Co.,Ltd Project Manager Domestic & Oversea Section

67 Mr. Chaowat Police Traffic Division

68 Mr. Choke-Mangmi Khemarath PTT ICT Solutions Company Limited Division Manager, Automation Automation 

69 Mr. Sarayut Tungporntamee PTT ICT Solutions Company Limited Automation 

70 Pinsuk Punyanan PTT ICT Solutions Company Limited 

71 Mr. Leelakajonjit Amornchai Royal Thai Police Deputy Superintendent RTP Headquarter

72 Dr. Tantiphanwadi Sawat SpaceThai consultant engineering

73 Mr. Dvthamas Chatthep State Railway of Thailand

74 Dr. Boonporm Pornporm Suranaree University of Technology Lecturer Mechanical

75 Mr. Suksomboon Worathon Thailand Automotive Institute

76 Mr. Suthipong Chittaphat TOT .

77 Ms. Pennatee TOT .

78 Mr. Ajjanapanya Thanomsak Toyota Tsusho Electronics Thailand Software Manager Content

79 Mr. Wongpaisarnsin Goragot Toyota Tsusho Electronics Thailand, Co., Ltd. Assistant General Manager Content Distribution Division

80 Mr. Dumrongrat Nuthapong Toyota Tsusho Electronics Thailand, Co., Ltd.

81 Tangpraprutgel Teeropet Traffice and Transport Department BMA

82 Mr. Klongnaivai Sanya Vibrese CTO/Researcher R&D

83 Mr. BHABHATSATAM BHATTARAPROT Virebase Co., Ltd. MD Management

84 Mr. Sala-Ngarm Arun Virebase Co., Ltd. Consultant Management

85 Mr. Kiyohiro Yamauchi Zenrin Co., Ltd

86 Mr.
87 Mr.  .    ( ) Ch.'s Dollar Sian Limited (PCL).

88 Mr.  .    ( ) Ch.'s Dollar Sian Limited (PCL).

89 Mr.  .    ( ) Ch.'s Dollar Sian Limited (PCL).

90 Ms. Pinthong Sudarat ( )  / Pasta Company (Thailand) Limited. sales and marketing Domestic and Overseas
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TOTAL

1 2 3 4 5 6 7 8 (Average)

1 Punyanan Plnsula 4 5 4 3 2 3 3 3 3.4 good knowledge

2 Sarayat Tungparntawee 4 4 5 4 2 3 4 4 3.8
Translation was good, but it would be better if all speakers have the 

presentation in English

3 Snalerat Pinthoug 5 4 5 3 2 4 4 3 3.8
I think this event should be promoted and invite more agencies because it's 

important to improve urban and country

4 Kaitsuda Pathsen 5 4 5 5 4 5 5 4 4.6
It's high accuracy if it develop the equipment for support. It make a useful for 

the mapping and surveying in Thainland

5 Arun Sala-Ugaram 4 3 4 4 3 3 4 3.6
more time should be allocated for presentations 2, 5 and 6 for more 

comprehensive understanding and appreciation of the subject

6 Aroonluk Phiphawakorn 5 5 5 5 5 4 4 4 4.6

I think about today's QZSS workshop will be more and more high technology 

than yesterday, and will be develop and more progress for the next, and 

people get advantage and very satisfied for the future. Thank you for any 

information and any knowledge for paticipants.

7 N/A 4 4 4 5 5 5 5 5 4.6 very good

8 Peraya Tantizaupzrp 3 5 4 4 3 4 4 4 3.9
may be add more multimedia, video and audio for clear understanding some 

technic. Thank you for good workshop

9 Thayathip Thongtan 5 5 5 3 3 5 4 3 4.1
this workshop was excellently organized. The information and presentations 

are very much inspired, especially on MADOCA products.

10 Jakkrit K 4 4 4 4 3 4 4 3 3.8 need digital file or paper about this seminar's objective

11 Arucha Rungchokanun 3 2 2 1 2 3 2 2 2.1

12 Atomo yukimune 4 4 4 3 5 5 5 3 4.1

13 Chaiyaporn.P 5 4 3 4 4 5 4 4 4.1

14 Worakong Meekhla 3 3 3 4 4 4 4 4 3.6

15 Thibodee Harnprasert 4 4 4.0

16 Crystal 4 4 4 4 4 4 5 4 4.1

17 Arkhom Jodtang 5 5 5 4 4 5 5 5 4.8

No. Name
Presentation

Free comment

TOTAL

1 2 3 4 5 6 7 8 (Average)

4.1 4.0 4.2 4.0 3.8 4.2 4.2 4.0 4.1

Presentation (1-8) 5 5

4.1
=47.8
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TOTAL

1 2 3 4 5 6 7 8 (Average)

18 Narupon Montree 4 4 5 3 4 4 5 5 4.3

19 Puyawee Buaon 4 4 5 4 4 4 5 4 4.3

20 Teera Uamporn 4 4 4 4 4 4 4 4 4.0

21 Sanya 3 4 3 4 4 4 4 4 3.8

22 Jakkarapong Traisilpwissaroot 4 4 5 4 5 5 4 4 4.4

23 Rachanont Lohidee 4 4 4 5 4 4 4 4 4.1

24 Uthai Chartpuek 4 4 4 5 5 4 4 4 4.3

25 NEDO BKK 3 3 4 4 3 3 4 3 3.4

26 Suphadorn Uthaiwichakun 5 5 5 5 5 5 5 5 5.0

27 Ratace Supkorn 5 5 5 5 5 5 5 5 5.0

28 Charasri Leuaeham 3 3 4 3 3 4 4 4 3.5

29 Thanchat Krinietisaiwn 4 4 4 4 4 4 4 4 4.0

30 P Bconporn 4 4 3 4 4 4 4 4 3.9

31 Voragit Panomsin 3 3 4 3 3 4 4 4 3.5

32 Wunchara Kaewsaenchai 4 4 5 4 4 4 5 4 4.3

33 Jittiwan Watanatmana 4 4 4 4 4 4 4 4 4.0

34  Matchima Srilopho (BMTA) 4 4 5 4 4.3

35 Kanokwan BMTA 4 4 5 4 4.3

36 Pennatee Rohitsatian 5 5 5 4 4.8

37 Somgak Mongvong 3 4 3.5

38 Irsarce 4 4 4 4 4 4 4 4 4.0

39 N/A 4 4 4 4 4 4 4 4 4.0

40 N/A 4 4 4 3 3 4 4 4 3.8

41 N/A 5 5 5 5 5 5 5 5 5.0

42 N/A 5 5 5 5 5 5 5 5 5.0

43 N/A 4 2 3 5 3 4 4 4 3.6
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研究評価委員会 

「環境・医療分野の国際研究開発・実証プロジェクト／準天頂衛星情報利用システム」 

（事後評価）制度評価分科会 

議事録 

 

日 時：平成２８年１２月１６日（金）１３：００～１７：５５ 

場 所：WTCコンファレンスセンター Room B（世界貿易センタービル 3階） 

 

出席者（敬称略、順不同） 

＜評価分科会委員＞ 

分科会長     柴崎 亮介   東京大学 空間情報科学研究センター 教授 

分科会長代理   礒 尚樹    株式会社NTTデータ 第一公共事業本部 e-コミュニティ事業部 部長 

委員       今給黎 哲郎 国土交通省 国土地理院 企画部 地理空間情報国際標準分析官 

委員       坂下 哲也   日本情報経済社会推進協会 常務理事 電子情報利活用研究部 部長 

委員       浪江 宏宗   防衛大学校 電気情報学群 電気電子工学科 防衛教官 

 

＜推進部署＞ 

弓取 修二 NEDO ロボット・AI部 部長 

村上 樹人 NEDO ロボット・AI部 統括主幹 

西田 洋一 NEDO ロボット・AI部 主査(PM) 

原 大周  NEDO ロボット・AI部 主査 

藤井 祐造 NEDO ロボット・AI部 主査 

  

＜実施者※メインテーブル着席者のみ＞ 

佐藤 一敏 JAXA 衛星測位システム技術ユニット 主任開発員 

飯星 明 本田技研工業株式会社 技師 

益田 卓朗 本田技研工業株式会社 主任 

徐 晶   本田技研工業株式会社 

細川 浩平 株式会社ゼンリン 研究開発室 副長 

村上 優晃 株式会社ゼンリン ADAS事業推進室 技師 

長田 泰子 株式会社ゼンリン ADAS事業推進室 副長 

 

＜評価事務局等＞ 

徳岡 麻比古 NEDO 評価部 部長 

原 浩昭  NEDO 評価部 主査 
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議事次第 

（公開セッション） 

１．開会、資料の確認 

２．分科会の設置について 

３．分科会の公開について 

４．評価の実施方法 

５．制度の概要説明 

 「位置付け・必要性について」、「マネジメントについて」、「成果について」 
 

（非公開セッション） 

６．制度の詳細説明 

6.1 ①「ASEAN地域における基礎データ収集および補強信号の精度評価」 

6.2 ②-1「QZSS 高精度位置情報を活用したテレマティクスの市場性調査」 

②-2「プローブデータにおける QZSS 高精度位置情報の利用評価」 

6.3 ③「QZSS を利活用した基盤地図補正および基盤地図更新の有効性評価」 

6.4 ④「QZSS の利用促進及び普及啓蒙を図るアウトリーチ活動」 

７．全体を通しての質疑 

 

（公開セッション） 

８．まとめ・講評 

９．今後の予定、その他 

１０．閉会 

 
議事内容 

（公開セッション） 

１．開会、資料の確認 

・開会宣言（評価事務局） 

・配布資料確認（評価事務局） 

２．評価分科会の設置について 
・評価分科会の設置について、資料1に基づき事務局より説明。 

・出席者の紹介（評価事務局、推進部署） 

３．評価分科会の公開について 

評価事務局より資料2及び3に基づき説明し、議題6.「制度の詳細説明」および議題7.「全体を通して

の質疑」を非公開とした。 

４．評価の実施方法について 

評価の手順を評価事務局より資料4-1～4-4に基づき説明した。 

５．制度の概要説明 

   「位置付け・必要性について」、「マネジメントについて」、「成果について」 

    推進部署より資料6-1に基づき説明が行われ、その内容に対し質疑応答が行われた。 
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【柴崎分科会長】 ただいまのご説明に関して、主に事業の位置付け・必要性、マネジメントについてご意

見をいただきたいと思います。 
【礒分科会長代理】 公募要領の中で「相手国研究機関・企業等との協力体制が出来ているかを重視」と書か

れていますが、実際に組んだ相手は国系の機関のように見えます。こういうサービスをタイ国で実施

するならば、国の事業として実施すべきだと思ってそうされたのか、まずは国から入って企業と連携

していこうと考えたのか、連携という観点でどのように見ているのかお伺いしたいと思います。 

【西田PM】 タイ国の政変直後だったこともあって、事業が始まってからは、まず国とNEDOがしっかり

連携したうえで実施していきたいということがありました。公募の時点では政変が予期できたわけで

はないので、現地で自動車の輸出等で実績がある本田社は、非常に頼もしい事業者だと考えました。ま

た JAXA は準天頂衛星を打ち上げた当事者なので、連携を超えて価値があるのではないかと思いまし

た。実施計画書の中に記入いただいていましたが、JAXAはNECTEC（タイ国立電子コンピュータ技

術研究センター）、チュラロンコン大学（タイ国）、ESCAP（国連アジア太平洋経済社会委員会）と協

力しており、さらに現地に事務所を持っていることも聞いていたので、これは要項に非常に合致した

チームワークだと判断させていただきました。 

【礒分科会長代理】 相手国の企業という観点での質問です。 
【西田PM】 相手国の個別の企業が前面に出た実施計画は、なかなか読み取れませんでした。質問の範囲か

らは外れますが、実際に現地でやっていくうえで法的なことを調べて、ゼンリンは現地の地図作製企

業と密接な関係を構築するなど努力されて、地図データの持ち出しができないという、この事業の致

命的な部分を乗り越えています。 

質問から外れるのはわかっていますが、結果的に現地の地図作製事業、インターナショナルな地図作

製業者同士の連携で、国同士の不必要と思われるような壁も取り払っていけることが逆にわかったの

は、この事業の大きな成果の一つだと思います。 

【弓取部長】 補足します。タイ側は準天頂衛星がいかにパワフルかがまったくわからないので、提案時点で

は今度地図をつくろうとか、代理店になろうとか、パートナー企業まで踏み込んだ提案はなかったと

いうのが実情です。 

しかしながら西田 PM が「現地で本田社が」と申し上げたように、マーケットインするためのルー

トは持っているという提案があったので、実証を通じて結果的に現地企業ときちんとアウトプットを

出せるかたちでの協業を目標に遂行できそうな実施者ということで選ばせていただきました。 

【柴崎分科会長】 評価の中で制度の目的と制度の目標があります。目的は実用化やビジネスモデルの構築

に向けた課題の抽出を図るとなっていますが、目標はアウトプット目標のことですか。次のスライド

は「位置付け・必要性について（目標）」で「制度の目標（H27 年度最終目標）」とありますが、その

中に課題が何も書いてありません。「測位可能エリアを拡張」と「サブ m 級や cm 級の測位を可能と

する」と書いてあるだけですが、課題の抽出は目的ではあっても目標ではないということですか。 

【西田PM】 非常に難しい質問ですが、課題の抽出に関しては微に入り細を穿つ部分があります。先ほど成

果のところでお話しした部分で、このような課題が見つかったのですが、海外で実際に実験して、サー

ビスとして現地の方に認識していただき、現地ですでに広がっているスマホにソフトウェアをインス

トールして、準天頂を使ってもらって、実際にこうだということを知ってもらう、ソフトを広げていく

というところで課題抽出はできています。ただ細かいことまで目標としてあえて掲げなかったと言い

ましょうか。事業期間内でも技術の進展があるので、おそらくそういうことだったのだろうと予想し

ます。 

【柴崎分科会長】 なぜこんなことをお聞きしたかというと、準天頂衛星の構成と測位の適用先は必ずしも

車だけではなくて、最近の動きを見ると農機、建設機械、荷役関係など、外で動くいわゆる「ガテン
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系」の機械に幅広く使える可能性があると思います。 

NEDOで実施している事業は、まさにその先兵です。先ほどデータの国外移転の話がありましたが、

今後そういう議論がいろいろなところで出てくるはずです。ですから、ほかの分野でどれだけ実行でき

そうなのか、どういう課題があるのか、何ができて何ができないのか、どこが難しいのか、ここは政府

が関与しなければ無理だというものが目標にちゃんとあると良いと思います。 

結果そのものは、デモとしては非常にうまく行っていて、サクセスストーリーが描けていますが、ビ

ジネスとしての継続となった瞬間に見える風景がまったく変わってきます。そのときにどういう風景

になる可能性があるのかが、もう少し出ると良かったと思います。 

公募のマネジメントのところでの評価と書いてありますが、応募件数が 1 件しかなくて、しかも対

象が地図と車だけです。地図と車は日本の産業で言えば、国際的に展開して大成功している組み合わせ

なので悪くないと思いますが、これは機械制御やいろいろなことに使えるので、そこにつながるアウト

リーチの仕方がマネジメントの工夫としてあったかもしれません。 

それは公募段階でも、その後の成果の普及のところでも同様です。もちろん発表や展示も大変重要で

すが、この結果をほかのところで使うにはどういう課題があるのかというように、もう少し波及しやす

い格好に整理されていると良いと思いました。 

【西田 PM】 まったくおっしゃるとおりです。実施方針を決めるときに分科会長に参加していただきたか

ったと思いますが、むしろ鉄道、航空など、この事業から出る話をNEDOはもっと深く理解して、問

題点の抽出をするべきだったと思います。ありがとうございます。 

【弓取部長】 一応延長期間を設けて提案を公募しましたが、おっしゃるように QZSS（準天頂衛星システ

ム）の利用について事前に幅広く、これからタイで実施しようと思っているので、実施してみたい企業

はありませんかと発掘しておく努力が、われわれも足りなかったと思います。 

結果的に地図とナビゲーションを利用する自動車で 1 件出てきましたが、われわれの事業は費用的

に莫大なものではなくて、将来の道筋の一つの呼び水を垂らすような機能を持っています。そういう意

味では成果として一番わかりやすくて、マーケットに早くインできるということで、結果的には良かっ

たのかもしれません。 

ただご指摘のように、この事業だけではなくて日ごろからいろいろな事業を展開するにあたって、事

前の調査・発掘が必要だと思っています。ありがとうございます。 

【飯星技師】 分科会長の言われたことを実施者として考えると、いかにこれを実施するときに苦労したか、

どういう課題があったかをまとめてくださいというご指摘だと感じました。 

【柴崎分科会長】 もちろんそれもあります。データ移転の話や基準点の設置は、意外とタッチーで大変だっ

たということもありますが、もう一つは、測位精度はものすごく環境に依存するので、どこで測ったか

が非常に重要です。 

バンコク市内で、こういう環境ではこのぐらいの達成度だ。もし鉄道に使ったら、都市鉄道では、こ

の区間はさすがに厳しい。オープンスカイのところは大丈夫そうだ。建設機械も同様ですが、一つはそ

ういう整理の仕方もあると思います。 

どちらかというと、この世界はチャンピオンデータで勝ち負けを判断するイメージがあります。そう

いう宣伝はとても簡単だし、わかりやすいので、そちらに走りがちですが、ここのプロジェクトは皆が

使うある種の巨大なインフラをどう広げていくかという観点なので、そういう整理の仕方があるとす

ごく良いと思います。 

【飯星技師】 衛星測位のシステムを実施されている方は確かにチャンピオンデータばかりなので、「使う側

の自動車としては、それでは使い物になりません」とよく言っていました。それで自分たちで測るよう

になりましたが、それは後で報告いたします。 
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測るときに仮設電子基準点を設置するとか、政府やいろいろなところとの交渉とか、結構苦労があり

ましたが、確かにそういう苦労等をまとめると次にやられる方にとっては非常に良いと思います。あり

がとうございました。 

【坂下委員】 ここはNEDOの開発・実証プロジェクトについて意見を述べる場だと思うので、個別の部分

ではないのですが、今回はほかに類がなくて初めて実施したと書いてあります。私も海外を巻き込ん

だ事業に絡むことが多いのですが、こういうスキームで 2 年間まわしてみて NEDO にどういう知見

が残って、それは今後どのように生かされるのでしょうか。 

【西田PM】 NEDOでは海外実証事業をたくさん実施していますが、今回は宇宙分野も巻き込んで、交通

という広いフィールドを使っています。街の中で、知らない人がたくさん見ている中でこういう実証

事業をやるという意味でも初めての事業だったと思います。 

NEDO の事業が街の中に出ていく。それも海外で、バンコクのように人口密度が高くていろいろな

人種の方がおられるところで科学的データを出していく。先ほど「タッチーな」と言われましたが、い

ろいろ難しいところがありました。成果報告書にも詳しく書かれていますが、そういう過程は、特に

ASEAN地域に展開していくうえで非常に良い経験になったと思っております。 

【弓取部長】 海外実証事業はいろいろ実施しますが、今回の実証事業はナショナルセキュリティというか、

地理データなので、扱いについて相手国が非常に敏感で、軍事政権になったこともあって話がなかな

か進みませんでした。 

海外実証事業は相手国のためにも実施しますが、もちろんわが国にもフィードバックしなければい

けません。ただ、そこで得られた地理データをどうやってわが国で有効活用するかという点で、非常に

交渉が難しくて合意するのに難航しました。相手方のセキュリティにかかわる部分は最初から政府機

関を巻き込んで話を進めていかないと、後で「ノーだ。一切持って出てはいけない」と言われると困っ

たことになるので、この辺で非常に勉強になった事業です。 

【坂下委員】 私が申し上げたかったのは、こういう事業で執行側の立場で壁があるなら、それをきちんと知

見として残して、次によりトライアルな制度に昇華させていく努力が必要だということです。 

実施して「壁がありました。以上終了」で「今度はこういうものはやめましょう」という話になって

はいけないと思います。それで、どういう知見が残ったのかという質問をしましたが、いまの回答でだ

いたい理解しました。ありがとうございます。 

【浪江委員】 6 ページの「NEDO が実施する意義」のところで「NEDO がもつ ASEAN 地域での活動実

績を活かし」という文言がありますが、今回具体的にはどういうことが生かされたのか教えていただ

けますか。 

【西田PM】 NEDOはタイに事業所を持っていて、現地大使館等ともつながりを持ち続けていると同時に、

各産業界の方ともつながりがあるので、事業者に紹介して横つながりができましたし、タイ工業省の

方々にも「現地でこういうことをやるけれども良いですか」と前振りができました。そういう意味では

ASEAN地域の、特にタイで実施できたことはNEDOにとっても良かったと思っております。 

【柴崎分科会長】 この当時はあまり意識されていなかったかもしれませんが、測位インフラは要するにほ

かのところとの競争で、明確に言うと中国との競争なので、BeiDou（北斗衛星測位システム：中国）

を使ったものとの比較です。 

これは今後の課題の一部かもしれませんが、売っていく以上は目的・目標の中に、準天頂衛星も使う

とこういうところで競争上優位になり得る、ここは難しい、ここは負けているという競争相手の実力の

調べることがあっても良かったと思います。 

【西田 PM】 BeiDou については ASEAN 地域でのサービスが非常に緻密になってきています。サービス

料金もほとんど取らなくて、完全にフリーで、いろいろな情報が得られる状況です。 
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ここは事業者の方からご意見をいただければと思いますが、私は、商品が入っている強みは確かにあ

ると思います。タイに行くと中国の車はほとんど走っていなくて、トヨタ社と本田社の車ばかりです。 

本田社の車に QZSS を使ったものがビルトインされるアプリケーションはベトナムでも展開される

可能性があります。2 輪車もそうです。本田社の 2 輪車が走り回っているので、それにビルトインし

て、製品の機能とマッチアップさせたアプリケーションを考えていくのは中国より日本のほうが、優位

性があるのではないかと思います。 

【柴崎分科会長】 どうもありがとうございました。次は議題 6 と 7 になりますが、知財保護等の観点から

非公開となります。議題8から再度公開とします。 

 

（非公開セッション） 

６．制度の詳細説明 

  省略 

７．全体を通しての質疑 

  省略 

 

（公開セッション） 

８．まとめ・講評 

【浪江委員】 感想になりますが、限られた時間と予算の制約の中で、他の日本の団体や企業に先駆けて現

地調査を行って、非常に多くのデータを収集されたと思います。ここで止まらず継続することを希望

しますし、ベトナムで継続して行われるとのことですので、今後も沢山のご発表や展示、利用促進、

普及啓蒙活動、また引続きNEDOの支援もお願いできればと思います。 

 先ほど「ハードだけではなくて現地の方の教育もひとまとめで」というお話がありましたが、私の

所属している測位航法学会では、毎年サマーキャンプで、現地の方々を日本にお呼びして、日本の準

天頂衛星を含めたGNSS（全地球測位航法衛星システム）教育をして、知識を現地へ持ち帰って頂

き、その後の研究交流をはかるという活動を継続して行っております。柴崎分科会長のGESTISS

（宇宙・地理空間技術による革新的ソーシャルサービス・コンソーシアム）も同様なことをされてい

るのではないかと思いますが、そういうものも活用して進めていければと思います。 

 それから市場性の調査があったと思いますが、今回、他の発表も個別でしたので、一つのプロジェ

クトではなくて、少しバラバラのように感じました。「市場性がこうだから、こういう技術を使っ

て、こういう事業を行えば、あなたの国にはこれだけの利益が産み出されます」というように、全体

として繋がりが有るようなまとめ方をされてはいかがかと思います。 

 最後に応募件数です。採択の審査にもかかわらせて頂きましたので思うのですが、1件だけという

のは少ないですので、なんとか最低でももう1件は応募して頂けるように、より積極的な広報活動を

希望致します。 

【坂下委員】 今日はどうもありがとうございました。NEDOの最初の資料に、経産省の新産業創出研究会

の話が出てきました。私も委員でしたが、平成26年以前の準天頂衛星を取り巻く状況は、政府の人が

すごく騒いでも、民間ではフーンという感じの人が多くて、利活用を実施することはリスクでした。そ

ういうものに対してNEDOが公募を行って、当時のSNS等の書き込みを見ても「すごいな」という

声が上がっていて、非常に前向きなものだったと思います。 

私がとても感心したのは本田社とゼンリン社という事業者が参加するとともに、JAXAとENRI（電

子航法研究所）という基礎研究のプレーヤーが入っていることです。イノベーションを起こすためには



 

参考資料 1-7 
 

二つの方法があります。一つはパラダイムを持続するというやり方で、これは新しい技術を生かすこと

に専念します。もう一つはパラダイム破壊型で、これは 0 から 1 を生む話ですが、基礎研究のところ

が入って、0 から 1 を生む可能性を秘めているので、取組みをやって非常に良かったと思っています。 

今後期待するのは、この流れが切れないようにすることです。まだまだ企業はリスクマネーの部分が

多いので、そこの手当てで連続性の担保や規制緩和を引き続きやる必要があると思います。どうもお疲

れ様でした。 

【今給黎委員】 これだけの大きい仕事を全部まとめられた事業者の方々に尊敬の言葉をお送りしたいと思

います。私がここにいる意味として、衛星測位の部分についてのコメントを求められていると思うの

で申し上げると、準天頂衛星を海外で使ってもらおうという意思を持った開発を日本国として考えて

いるのであれば、今回行われたタイでの測位の精度評価、L1-SAIF（submeter-class augmentation 

with integrity function）、CMAS（利用実証用センチメータ級測位補強システム）、MADOCA（高精

度軌道・クロック推定ツール）を、だれかがどこかできちんと検証しなければいけません。 

本当は内閣府や人工衛星メーカーが自ら実施して当然だという気もしますが、この事業でNEDOが

実施して、きちんと結果を出して、これが公表されるというのは非常に大きな意義があります。 

先ほど「学会等で」という話もありましたが、これを単なる報告書で出すとリファーされたときの価

値が低いので、アカデミックなジャーナルもしくはエンジニアリングのものに、結果をまとめて出すこ

とを検討したほうが良いと思いますし、私はそれだけの意義があると思います。 

それから業界から政府、内閣府に対して、いつサービスができるのか、コストはどうなのかと声を上

げることが必要です。L6、L1-SAIFなどのチップも、だれもが使えるような端末に乗らないと結局だ

れも使ってくれないのではないかと思います。今回調べた結果としてそれが出ているとすれば、それを

突き付けて、その方向に進むように業界が「これをやらないとだめでしょう」と言うのは、意味のある

ことだと思います。 

【礒分科会長代理】 お疲れ様でした。坂下さんが言われたように、民間企業と基礎研究の方々が組むという

のは非常に素晴らしいスキームだったと思います。私は QBIC（高精度衛星測位サービス利用促進協

議会）の海外展開ワーキングのリーダーをやっていますが、いろいろな測位の仕方で精度評価する初

めてのプロジェクトだと思います。民間企業も基礎的な評価をしてもらったうえで出るのと、あらた

めてそれをやるのでは全然違うので、この結果はぜひ公開していただきたいと思っています。 

地図も大事というところで地図のルールです。これを利用しようと思ったときに、それぞれの企業が

考えるのでは足かせになるので、その点に関しても非常に有益な情報だと思います。地図の各国のルー

ルに関しても今回知見が得られたと思うので、積極的に公開していただけるとありがたいと思います。 

今回はタイで次はベトナムということですが、今回のタイはシーズ的な要素が多かったと思うので、

ニーズを聞いていないのであれば、今回の成果とニーズを併せて、次にどう進むかというところをぜひ

進めてもらいたと思います。 

それをフィードバックして海外へ向けたサービスで、4機で、MADOCAでやってみようという機運

をつくるとか、7 機で、準天頂衛星のエリアを少し広げることを考える可能性もなきにしもあらずで、

ニーズという観点で盛り上げていただければと思います。お疲れ様でした。 

【柴崎分科会長】 タイのようなところに行って地図をつくり、かつ高精度測位で何かやるという、いろいろ

な意味でチャレンジングなトピックに取り組んでいただいて、本当にありがとうございました。NEDO

もご支援いただいて、本当にありがとうございます。 

そもそも日本は衛星測位をビジネスとして自分たちでやったことがないのですが、今後海外でそれ

をやらなくてはならないというところで、いろいろな課題が見えてきました。たとえばデータの越境の

話もありますし、キャパシティビルディングを相手と一緒に実施しなければいけないとか、準天頂衛星
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のサービスをめぐる議論がどうしても国内志向になっていて、海外に対するアナウンスやアウトリー

チが十分ではないということは、ある意味で非常に重要なフィードバックです。それをぜひ適切なとこ

ろに広報宣伝して、アピールしていただけると良いと思います。 

今回は車の話が中心ですが、日本は製品的にはすごく強いので、そこを突破口として鉄道の話にも生

きるし、建設機械や農業機械もあります。JICAの人は「日本でも農業機械にそんなことをしていない

のに、なぜ途上国で実施するのですか」と言いますが、測位の世界は日本とタイですごく差があって、

タイはまだまだインフラも何もないから測位は使えないということはまるでありません。 

そういうところのほうが携帯電話の普及が速いのとまったく同じです。むしろ熟練したオペレータ

ーがいないという理由で、完全自動化はしなくても、建設機械も高精度測位を使って実施したほうが品

質も担保できて良いという話はあり得ます。 

また車線ごとの車の動きから、どう信号をコントロールしたら良いかという話は、かなりAI的な話

題です。あえて言うとロボット・IoT系なので、そういう意味でのこれからの新しい展開です。日本国

内はいろいろな意味で実施しにくいこともあるので、それを海外で行ってみるというのは、データの話

など課題はいろいろあっても、それはそれですごく意味があると思います。そういう側面も含めて、今

後もぜひNEDOのご支援をいただけると良いと思います。 

タクシーの最適オペレーションも、スマホのアプリと組み合わせるとすごく可能性が広がります。燃

費も全部見ているので、どれだけ二酸化炭素排出が減るかも実測できる世界です。特にああいうアプリ

を使うと、極端なことを言えばタクシーは流す必要がなくなります。お客さんがいそうなところで止ま

って待っていて、来てからピュッと動いて、パクッと自分の好きな方向に行きたいお客さんだけを選択

的に取れば良いのです。 

バンコクはタクシーが多すぎて凄く混んでいるとも言われています。少し減るだけでも渋滞は結構

変わるので、意外と実効があるかもしれません。そのためには飯星技師が「道の反対側にいると、バン

コクは U ターンが滅茶苦茶大変なので衛星測位の精度が良くないとだめだ」と言われたのは、まった

くそのとおりです。そういう展開も考えていくと意外とインパクトは大きいと思います。 

【弓取部長】 本日は長時間にわたり、いろいろと有用なコメントをいただきましてありがとうございます。

この事業だけではなくてどの事業でもそうですが、喧々囂々議論して、自信を持って、良かれと思って

実施していても、実施している最中は一所懸命で夢中になっていますから、NEDOも実施者の皆さん

も含めて、本当にどうなのか、よくわからずに実施しているところがあると思います。 

もちろん自信は持っています。ですから、この事業が本当に良かったかどうかは、ぜひ 5 年後、10

年後を見ていただきたいと思います。こういう事業が起点になって、準天頂衛星の利用に一層拍車がか

かって、いろいろなところで、あれは便利だ、あれは使うべきだ、わが国でも使わせてほしい、NEDO

がやった事業はインパクトが大きかったということになれば、結果的にこの事業は良いことをやった

と思えるのではないかと思っています。 

われわれは細い道ではあっても一筋の道筋を信じて、斜面に 1 滴の水を流したわけです。その道筋

が本当に正しければ、いろいろな水が合わさって大きな川になっていくと思います。そのためにもいろ

いろなところに、1滴でも良いので水を垂らしてみようという気持ちでおります。そういうことを継続

すれば、われわれのやったことが正しければ合わさって大きな川になっていくと思っています。そうい

う観点で、これからも継続して取り組んでいきたいと思っておりますので、引き続きご支援をよろしく

お願い申し上げます。本日はどうもありがとうございました。 

 

９．今後の予定 

１０．閉会 
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NEDOにおける制度評価・事業評価について 

 
 
1. NEDOにおける制度評価・事業評価の位置付けについて 

NEDOは全ての事業について評価を実施することを定め、不断の業務改善に資するべく評価を

実施しています。 

評価は、事業の実施時期毎に事前評価、中間評価、事後評価及び追跡評価が行われます。 

NEDOでは研究開発マネジメントサイクル（図1）の一翼を担うものとして制度評価・事業評

価を位置付け、評価結果を被評価事業等の資源配分、事業計画等に適切に反映させることによ

り、事業の加速化、縮小、中止、見直し等を的確に実施し、技術開発内容やマネジメント等の

改善、見直しを的確に行っていきます。 

 
図1 研究開発マネジメントサイクル概念図 

 
2.評価の目的 

NEDOでは、次の3つの目的のために評価を実施しています。 

(1)業務の高度化等の自己改革を促進する。 

(2)社会に対する説明責任を履行するとともに、経済・社会ニーズを取り込む。 

(3)評価結果を資源配分に反映させ、資源の重点化及び業務の効率化を促進する。 

 

3. 評価の共通原則 

評価の実施に当たっては、次の５つの共通原則に従って行います。 

(1)評価の透明性を確保するため、評価結果のみならず評価方法及び評価結果の反映状況を

可能な限り被評価者及び社会に公表する。 
(2)評価の明示性を確保するため、可能な限り被評価者と評価者の討議を奨励する。 
(3)評価の実効性を確保するため、資源配分及び自己改革に反映しやすい評価方法を採用す

る。 
(4)評価の中立性を確保するため、外部評価又は第三者評価のいずれかによって行う。 
(5)評価の効率性を確保するため、研究開発等の必要な書類の整備及び不必要な評価作業の  
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重複の排除等に務める。 

 
4.制度評価・事業評価の実施体制 

  制度評価・事業評価については、図2に示す実施体制で評価を実施しています。 

 ①研究評価を統括する研究評価委員会をＮＥＤＯ内に設置。 

②評価対象事業毎に当該技術の外部の専門家、有識者等を評価委員とした研究評価分科会を

研究評価委員会の下に設置。 

③同分科会にて評価対象事業の評価を行い、評価報告書が確定。 

④研究評価委員会を経て理事長に報告。 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

図 2 評価の実施体制 

 
 
5. 分科会委員 
  分科会は、対象技術の専門家、その他の有識者から構成する。 

 

N E D O 

理事長 

報告 

国 民 

評価結果公開 

分 科 会 Ａ 

研究評価委員会 

評価結果の事業等への反映 
推 進 部 署 

評価事務局 

分科会 B 

評価報告書作成 

分科会 C 

分科会 D 

推 進 部 署 ※ 

事業の説明 

※実施者が加わることもある 
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研究評価委員会「環境・医療分野の国際研究開発・実証プロジェクト／

準天頂衛星情報利用システム」（事後評価）制度評価分科会 

に係る評価項目・評価基準 
 

 

1. 位置付け・必要性について 

(1) 根拠 

 ・実施期間を通じて総体的に、政策における「制度」の位置付けは明らかであったか。 

 ・実施期間を通じて総体的に、政策、市場動向、技術動向等の観点から、「制度」の必要性

は明らかであったか。 

 ・実施期間を通じて総体的に、NEDO が「制度」を実施する必要性は明らかであったか。 

(2) 目的 

 ・「制度」の目的は妥当であったか。 

(3) 目標 

 ・「制度」の目標は妥当であったか。 

 

2. マネジメントについて 

(1) 「制度」の枠組み 

 ・目的、目標に照らして、「制度」の内容（応募対象分野、応募対象者、開発費、期間等）は

妥当であったか。 

 ・目的、目標に照らして、「テーマ」の契約・交付条件（研究期間、「テーマ」1 件の上限額、

NEDO 負担率等）は妥当であったか。 

(2) 「テーマ」の公募・審査 

 ・「テーマ」発掘のための活動は妥当であったか。 

 ・公募実施（公募を周知するための活動を含む）の実績は妥当であったか。 

 ・公募実績（応募件数、採択件数等）は妥当であったか。 

 ・採択審査・結果通知の方法は妥当であったか。 

(3) 「制度」の運営・管理 

 ・研究開発成果の普及に係る活動は妥当であったか。 

 ・相手国機関との連携等、実施体制は妥当であったか（対象国と日本側との間で、適切な

役割分担がされたか、対象国における政府関係機関より必要な協力が得られたか、今後

の発展に資する良好な関係が構築できたか、 当該実証事業は対象国における諸規制等

に適合していたか）。 
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・実証事業の内容や計画は具体的かつ実現可能なものとなっていたか。想定された課題の

解決に対する方針が明確になっていたか。 

 

 

3. 成果について 

(1) 実証事業成果 

・事業内容・計画目標を達成していたか。 

 ・未達成の場合、達成できなかった原因が明らかで、かつ目標達成までの課題を把握し、こ

の課題解決の方針が明確になっているなど、成果として評価できるものであったか。 

・設定された事業内容・計画以外に成果があったか。 

 

(2) 事業成果の普及可能性 

・対象国やその他普及の可能性がある国において需要見込みがあるか。将来的に市場の

拡大が期待できると考えられるか。 

・普及段階のコスト水準や採算性は妥当と考えられるか。また、実証事業終了後から普及

段階に至るまでの計画は明確かつ妥当なものになっていると考えられるか。 

 



 

 

 
 
  
 

 

本評価報告書は、国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開

発機構（NEDO）評価部が委員会の事務局として編集しています。 
 

平成２９年２月 

 

 

 NEDO 評価部 

 部長 徳岡 麻比古  

 統括主幹 保坂 尚子  

 担当 原 浩昭 

 

＊研究評価委員会に関する情報は NEDO のホームページに掲載しています。 

（http://www.nedo.go.jp/introducing/iinkai/kenkyuu_index.html） 
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